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ガバナー公式訪問終える

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
終
え
る

ラ
イ
オ
ン
よ
、
熱
き
想
い
・
強
い
絆
で
ウ
ィ
サ
ー
ブ

２
０
０
７―

２
０
０
８
年
度

　

皆
様
方
に
は
ご
健
勝
に
て
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
高
揚
の
為
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
い
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
台
風
一
過
の
７
月
15
日
に
高
知
市
に
お
い
て
第
１
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会

議
を
開
催
し
、
議
案
の
全
て
を
ご
承
認
頂
き
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
公
式
訪
問
も
、
わ
た
く
し
の
所
属
リ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
６
Ｒ
を
か
わ
き
り

に
、
７
月
28
日
か
ら
７
Ｒ
、
１
Ｒ
、
２
Ｒ
、
３
Ｒ
、
４
Ｒ
、
５
Ｒ
、
８
Ｒ
、
９
Ｒ

を
訪
問
さ
せ
て
頂
き
、
９
月
９
日
を
も
ち
ま
し
て
公
式
訪
問
の
全
て
を
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
、
各
リ
ジ
ョ
ン
の
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
ー
パ
ソ

ン
始
め
、
各
Ｚ
Ｃ
、
委
員
長
、
副
幹
事
、
地
区
委
員
、
リ
ジ
ョ
ン
の
ホ
ス
ト
ク
ラ

ブ
の
皆
様
方
の
ご
尽
力
の
お
蔭
様
と
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
の
会
場
で
も
、
わ
た
く
し
ど
も
を
温
か
く
迎
え
て
頂
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

わ
た
く
し
の
２
大
重
点
目
標
で
あ
る
会
員
増
強
と
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
目

標
達
成
に
対
し
て
も
、
皆
様
方
に
熱
心
に
お
話
を
聴
い
て
頂
き
、
心
強
い
回
答
を

頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
目
標
総
合
計
数 

６
３
６
名
、 

Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
34
Ｌ
Ｃ
（
達
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表紙◆ 1年に 1度だけ渡れる
 つしまばし
　子供の守り神を祭る三豊市三野町の津嶋神社の
本殿は、約250m沖の瀬戸内の小島にある。
　同神社は文禄年間(1592～1596)に造営された
といわれ、約250mの「つしまばし」を渡って参る。
　夏季大祭は子供の夏休みに合わせて毎年8月4・5
日に開催、大祭期間中の二日間だけ、本殿への橋に
橋板が敷かれ参拝出来る。
　現在の「つしまばし」は、昭和63年7月に新設され
た橋である。

4R高松栗林ライオンズクラブ　塩田 博志

成
済
み
８
Ｌ
Ｃ
）、４
０
５
ド
ル
達
成
す
る
40
Ｌ
Ｃ
、合
計
74
Ｌ
Ｃ
の
決
意
を
頂
き
、

非
常
に
心
強
く
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
１
５
６
Ｌ
Ｃ
の
残
り
半
数
の
ク

ラ
ブ
の
方
々
も
最
善
を
尽
く
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
に
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。
今

か
ら
で
も
、
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
や
４
０
５
ド
ル
誓
約
ク
ラ
ブ
等
申
請
を
受
付
け
て
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
際
協
会
が
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
の
崇
高
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

関
わ
る
こ
と
が
出
来
る
最
終
年
度
で
す
。
後
で
「
や
り
た
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
、

今
期
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
国
際
協
会
の
会
員
で
あ
る
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
悔
い
の
無

い
取
り
組
み
を
し
て
頂
き
、
ク
ラ
ブ
の
更
な
る
活
性
化
に
役
立
て
て
頂
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
ク
ラ
ブ
会
長
の
抱
負
を
聴
き
ま
し
て
、
皆
様
が
意
欲
的
に
ク
ラ
ブ
運

営
や
地
域
へ
の
奉
仕
活
動
に
励
ま
れ
て
い
る
様
子
が
良
く
わ
か
り
、
と
て
も
充
実

し
た
時
間
が
持
て
ま
し
た
事
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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８
月
４
日 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

３
３
６―

Ａ
地
区
１
Ｒ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
公
式

訪
問
が
道
後
文
教
会
館
で
行
わ
れ
た
。
金
子

１
Ｚ
Ｃ
の
司
会
の
も
と
総
勢
１
２
０
名
の
参

加
で
始
ま
り
、
松
下
２
Ｚ
Ｃ
の
役
員
紹
介
、

続
木
３
Ｚ
Ｃ
の
ク
ラ
ブ
出
席
者
紹
介
と
続
き

議
事
に
入
っ
た
。

　

三
谷
地
区
ガ
バ
ナ
ー
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
に
か
け
る
思
い
を
熱
く
語
っ
た
上
で
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
の
主
役
は
あ
く
ま
で
も
ク

ラ
ブ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
発
な
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
サ

ポ
ー
ト
し
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
隆
盛
に
最

大
限
の
情
熱
を
注
ぐ
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

13
項
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
も
詳
し
く
説

明
さ
れ
具
体
的
活
動
の
方
向
を
示
唆
さ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
20
ク
ラ
ブ
の
会
長
か
ら
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ

Ⅱ
の
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
へ
の
宣
言
が
あ
っ
た
り
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ク
エ
ス
ト
へ
の
取
り
組
み
に

対
す
る
具
体
的
質
問
も
出
さ
れ
活
発
に
討
議

が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
一
年
の
活
動
が
、
ガ
バ
ナ
ー
を
中
心

と
し
て
１
Ｒ
の
ま
と
ま
り
を
感
じ
た
、
４
時

間
半
の
会
議
で
あ
っ
た
。

ガバナー公式訪問

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問

2007
2008

１
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

２
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

　

連
日
の
猛
暑
の
中
、
８
月
５
日 

地
区
ガ
バ
ナ
ー

公
式
訪
問
は
、
２
リ
ジ
ョ
ン
新
居
浜
ひ
う
ち
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ホ
ス
ト
で
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
新
居
浜
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
は
、

１
リ
ジ
ョ
ン
の
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
を
終
え
ら
れ
、

当
日 

午
前
10
時
30
分
頃
、
三
谷
智
省
地
区
ガ
バ
ナ
ー

他
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
関
係
者
12
名
の
皆
様
が
到
着
さ
れ

ま
し
た
。

　

先
ず
、
橋
本
和
昌
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

の
案
内
で
、
三
谷
智
省
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
先
頭
に
、

高
橋
光
男
幹
事
・
福
家
正
義
会
計 

三
役
に
続
き
、

山
地
章
靖
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
他
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
訪
問

者
が
入
場
、
２
リ
ジ
ョ
ン
18
ク
ラ
ブ
か
ら
集
ま
っ
た

５
役
の
役
員
か
ら
、
盛
大
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

橋
本
和
昌
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
挨
拶

に
続
き
、
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
で
あ
る
新
居
浜
ひ
う
ち
ラ

イ
オ
ン
ズ
滝
田
正
光
会
長
の
歓
迎
の
言
葉
の
後
、
元

地
区
ガ
バ
ナ
ー
小
松
武
道
地
区
名
誉
顧
問
よ
り
、
三

谷
地
区
ガ
バ
ナ
ー
へ
の
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
三
谷
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶
が
あ
り
、

２
リ
ジ
ョ
ン
内
18
ク
ラ
ブ
の
会
長
へ
記
念
品
の
贈
呈

が
行
わ
れ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ロ
ー
ア
を
声
高
ら
か
に
唱

和
し
、
三
谷
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

三
谷
地
区
ガ
バ
ナ
ー
は
、
マ
ヘ
ン
ド
ラ
・
ア
マ
ラ
ス

リ
ヤ
国
際
会
長
の
モ
ッ
ト
ー
：
Ｗ
ｅ
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
変
化

へ
の
挑
戦
」
の
提
言

を
伝
え
た
後
に
、
ガ

バ
ナ
ー
自
身
の
所
信

と
運
営
基
本
方
針
を

会
員
に
熱
く
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
橋
光
男
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
の
進
行

に
て
、
各
ク
ラ
ブ
へ
の
要
望
事
項
並
び
質
疑
応
答
が

あ
り
、
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
の
今
期
の
抱
負
等
を
発
表

し
、
実
り
多
き
意
義
あ
る
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

又
、
今
期
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
献
金
の
最
終
年
度
で
あ

り
、
濱
田
利
男
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

よ
り
、
目
標
達
成
に
協
力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
委

員
会
よ
り
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
例
年
で
は
地
区
委

員
長
が
発
言
さ
れ
る
べ
き
所
、
今
期
は
２
リ
ジ
ョ
ン

内
地
区
委
員
の
方
々
が
、
要
望
や
お
願
い
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
高
岡
祐
三
地
区
名
誉

顧
問
に
講
評
を
い
た
だ
き
、
適
切
な
切
れ
の
良
い
高

橋
幹
事
の
進
行
で
、
全
体
的
に
会
は
ス
ム
ー
ズ
に
運

び
、
若
干
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
致
し
ま
し
た
が
、

無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

休
憩
時
に
ゾ
ー
ン
ご
と
に
三
谷
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を

中
心
に
記
念
撮
影
を
行
い
、
懇
親
会
場
へ
席
を
移
し
、

成
岡
巖
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事
（
２
Ｒ
担
当
）
の
乾

杯
の
発
声
で
一
同
な
ご
や
か
に
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

懇
親
を
は
か
り
な
が
ら
閉
宴
と
な
り
ま
し
た
。

◆
日
時　

８
月
５
日
㈰　

午
前
11
時
半
よ
り

◆
場
所　

新
居
浜
市　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
新
居
浜

◆
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ　

新
居
浜
ひ
う
ち
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

◆
日
時　

８
月
４
日
㈯　

午
後
１
時
よ
り

◆
場
所　

松
山
市　

文
教
会
館

◆
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ　

松
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

２
Ｒ―

Ｒ
Ｃ　

橋
本　

和
昌

１
Ｒ―

Ｒ
Ｃ　

井
門　

照
雄
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９
月
８
日
午
後
１
時
大
洲
料
苑
た
る
井
に

於
い
て
、
高
知
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
よ
り
三
谷
智

省
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ
め
13
人
の
役
員
を

お
迎
え
し
て
の
「
地
区
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
」

が
は
じ
ま
り
、
会
場
に
は
３
Ｒ―
16
ク
ラ
ブ

か
ら
会
長
は
じ
め
75
名
ク
ラ
ブ
役
員
が
拍
手

で
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
さ
ん
を
迎
え
入
れ
ま

し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
歌
斉
唱
の
後
、
去

る
８
月
10
日
急
病
に
て
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
、

元
青
少
年
・
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
・
市
民
奉
仕
・
児
童

奉
仕
地
区
委
員
の
故
東
孝
男
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
て
全
員
で
黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

三
谷
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
今
年
重
点
目
標
で

あ
る「
会
員
増
強
」と「
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
目
標
達
成
」

を
目
指
し
て
各
ク
ラ
ブ
頑
張
っ
て
下
さ
い
の

挨
拶
の
後
、
山
路
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶

が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
高
橋
光
男
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
、

福
家
正
義
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
、
濱
田
利
男

Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
、

ま
た
各
委
員
か
ら
の
要
望
事
項
が
あ
り
、
ま

た
そ
れ
に
関
し
て
の
質
疑
応
答
が
活
発
に
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
引
き
続
い
て
16
ク
ラ
ブ
会
長
か
ら

３
分
間
で
今
年
度
の
目
標
と
抱
負
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
公
式
訪
問
で
感
じ
た
こ
と
で
す
が
、

国
際
協
会
の
方
針
や
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
方
針

と
各
ク
ラ
ブ
と
の
間
に
か
な
り
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
れ
も
伝
達
方
法

や
説
明
不
足
、
ま
た
説
得
力
不
足
等
が
原
因

で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ

の
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
る
の
が
リ

ジ
ョ
ン
・
チ
ェ

ア
ー
パ
ー
ソ
ン

の
役
目
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。

          

３
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

　

９
月
９
日
は
、
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
で
あ

る
。 

紺
碧
の
青
空
と
、
遠
く
瀬
戸
内
海
が
望

め
る
マ
ツ
ノ
イ
パ
レ
ス
に
於
い
て
、
ま
だ
ま

だ
続
く
酷
暑
の
中
、
朝
９
時
か
ら
の
受
付
で

開
始
し
た
。

　

３
３
６
Ａ
地
区
内
で
最
大
の
23
ク
ラ
ブ
を

有
す
る
４
Ｒ
で
は
、
昨
年
ま
で
は
午
前
と
午

後
の
２
回
に
別
け
て
の
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問

で
あ
っ
た
為
、ガ
バ
ナ
ー
を
始
め
、地
区
役
員
、

Ｚ
Ｃ
、
各
委
員
様
に
は
、
早
朝
よ
り
夜
ま
で

の
長
い
拘
束
時
間
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
年
度
は
広
い
会
場
に
移
し
、９
：

30
〜
14
：
30
で
の
一
回
開
催
を
試
み
ま
し
た
、

各
ク
ラ
ブ
会
長
の
目
標
と
抱
負
を
語
っ
て
戴

く
時
間
が
各
ク
ラ
ブ
３
分
し
か
と
れ
ず
、
い

さ
さ
か
不
満
は
の
こ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
他

は
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
て
問
題
は
な
く
、
２

回
に
別
け
る
よ
り
も
一
回
開
催
の
方
が
良

か
っ
た
と
い
う
声
を
聞
い
て
一
安
心
で
す
。

Ｒ
Ｃ
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
ガ
バ
ナ
ー
公
式

訪
問
に
合
わ
せ
て
、
Ｒ
内
23
ク
ラ
ブ
の
例
会

訪
問
と
リ
ジ
ョ
ン
会
議
２
回
、
各
Ｚ
で
の
ガ

バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
を
４
回
開
催
し
て
き
ま

し
た
。

　

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
で
は
プ
ロ
ト
コ
ー
ル

を
厳
格
に
守
り
、
厳
粛
に
、
そ
し
て
伝
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
正
確
に
伝
え
、
又

お
願
い
も
い
た
し
ま
し
た
。

　

ガ
バ
ナ
ー
を
囲
ん
で
の
懇
親
会
は
、
と
に

か
く
楽
し
い
も
の
に
し
た
い
と
思
い
カ
ラ
オ

ケ
を
導
入
し
、
も
り
あ
が
っ
た
１
３
０
名
の

会
席
、
又
会
う
日
ま
で
の
合
唱
で
し
め
く
く

り
有
意
義
な
感
動
深
い
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。

４
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

◆
日
時　

９
月
９
日
㈰　

午
前
９
時
半
よ
り

◆
場
所　

高
松
市　

マ
ツ
ノ
イ
パ
レ
ス

◆
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ　

高
松
栗
林
・
高
松
・
高
松
中
央
・

　
　
　
　
　
　
　
　

長
尾
・
高
松
屋
島　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

４
Ｒ 

23
ク
ラ
ブ
で
の
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
開
催

地
区
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
を
終
え
て

◆
日
時　

９
月
８
日
㈯　

午
後
１
時
よ
り

◆
場
所　

大
洲
市　

た
る
井

◆
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ　

大
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

４
Ｒ―

Ｒ
Ｃ　

塩
田　

博
志

３
Ｒ―

Ｒ
Ｃ　

濱
田　

耕
造
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ガバナー公式訪問

５
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

６
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

　

８
月
26
日
㈰
観
音
寺
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

於
い
て
、
３
３
６―
Ａ
地
区
５
Ｒ
ガ
バ
ナ
ー

公
式
訪
問
が
開
か
れ
ま
し
た
。
高
知
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
内
局
役
員
や
地
区
役
員
、
委
員
を
始

め
、
５
Ｒ
の
ク
ラ
ブ
の
会
長
、
第
一
副
会
長
、

幹
事
、
会
計
、
会
員
理
事
の
皆
さ
ん
が
全
員

出
席
し
総
勢
80
名
が
一
堂
に
集
い
、ガ
バ
ナ
ー

公
式
訪
問
を
受
け
ま
し
た
。

　

三
谷
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
方
針
や
理
念
を
伝

え
質
疑
応
答
な
ど
実
り
の
多
い
公
式
訪
問
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
会
員
増
強
は
純
増
２

名
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
が
結
果
は
期
末
に

な
ら
な
い
と
解
り
ま
せ
ん
。
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ｃ
Ｓ

Ｆ
Ⅱ
に
関
し
て
は
、
５
Ｒ
は
山
地
副
地
区
ガ

バ
ナ
ー
が
前
年
度
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
地
区
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
で
熱
心
に
進
め
ら
れ
た
関
係
で
も

あ
り
、
５
Ｒ
で
１
０
０
％
に
近
い
成
績
を
上

げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。
一
番
小
さ
い
Ｒ
で
す

が
優
秀
な
各
ク
ラ
ブ
に
支
え
ら
れ
Ｒ
Ｃ
と
し

て
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

高
知
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
ご
成
功
を
祈
り
ま

す
。 ガ

バ
ナ
ー
公
式
訪
問
の
感
想

◆
日
時　

８
月
26
日
㈰　

午
後
１
時
20
分
よ
り

◆
場
所　

観
音
寺
市　

観
音
寺
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◆
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ　

観
音
寺
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

Ｒ
Ｃ
に
就
任
し
て
最
初
の
重
要
会
議
が
、

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
で
あ
っ
た
。
６
Ｒ
を
訪

問
先
の
一
番
に
選
ん
で
頂
き
光
栄
で
し
た
が
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
か
ら
公
式
訪
問
ま
で
に

あ
ま
り
時
間
的
余
裕
が
無
く
、
会
場
も
ホ
ー

ル
で
な
く
和
室
を
洋
式
に
設
え
た
部
屋
で
ス

テ
ー
ジ
が
狭
く
、ガ
バ
ナ
ー
始
め
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
役
員
の
方
々
に
は
窮
屈
で
辛
い
思
い
を
さ

せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
又
、
回
答
書
を
Ｚ
Ｃ

に
ゾ
ー
ン
毎
に
纏
め
て
作
っ
て
も
ら
っ
た
為
、

出
席
者
に
他
の
ゾ
ー
ン
の
資
料
を
渡
す
こ
と

が
で
き
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
公

式
訪
問
の
内
容
に
関
し
て
は
、
ガ
バ
ナ
ー
の

運
営
基
本
方
針
等
を
前
も
っ
て
地
区
誌
に
発

表
し
、
そ
れ
を
持
参
さ
せ
た
こ
と
は
よ
か
っ

た
と
思
う
。
幹
事
の
諮
問
時
間
は
回
答
書
が

揃
っ
て
無
い
こ
と
も
あ
っ
て
質
問
形
式
を
取

ら
ず
、
他
の
ク
ラ
ブ
に
参
考
に
な
る
事
例
を

紹
介
す
る
形
で
進
め
、
全
ク
ラ
ブ
会
長
に
会

長
方
針
を
発
表
さ
せ
た
の
も
緊
張
感
が
あ
り
、

本
人
の
決
意
表
明
と
な
り
好
評
で
し
た
。
又
、

委
員
長
に
代
わ
っ
て
地
区
委
員
が
委
員
会
活

動
方
針
を
発
表
し
た
こ
と
も
、
ク
ラ
ブ
役
員

に
は
共
感
が
持
て
た
と
思
う
。
主
宰
者
と
し

て
回
答
書
の
纏
め
方
に
問
題
を
残
し
た
公
式

訪
問
で
し
た
。

地
区
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
を
終
え
て

◆
日
時　

７
月
28
日
㈯　

午
後
１
時
半
よ
り

◆
場
所　

高
知
市　

三
翠
園

◆
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ　

高
知
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

５
Ｒ―

Ｒ
Ｃ　

森　
　

忠
資

６
Ｒ―

Ｒ
Ｃ　

田
村　

建
二
郎
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DISTRICT 336-A

SHIKOKU

　

７
月
28
日
㈰
３
３
６―

Ａ
地
区
７
Ｒ
地
区

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
が
高
知
市
内
三
翠
園
に

て
開
催
さ
れ
た
。
事
前
の
準
備
は
５
月
中
頃

か
ら
Ｚ
Ｃ
を
は
じ
め
地
区
役
員
。
委
員
、
ク

ラ
ブ
事
務
局
員
を
交
え
て
慎
重
に
打
ち
合
わ

せ
を
繰
り
返
し
た
、
ホ
テ
ル
側
と
も
充
分
な

打
ち
合
わ
せ
が
出
来
、
当
日
を
迎
え
た
。

　

当
日
は
７
Ｒ―

１
Ｚ
，
６
ク
ラ
ブ
。
２
Ｚ
５

ク
ラ
ブ
。
３
Ｚ
，
５
ク
ラ
ブ
。
会
長
以
下
５

名
総
勢
80
名
と
宮
地
健
三
７
Ｒ
地
区
名
誉
顧

問
（
常
任
）、
並
び
に
地
区
役
員
が
厳
粛
の
な

か
三
谷
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
始
め
、
高
橋
幹
事
、

福
家
会
計
以
下
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
、
委
員

長
を
お
迎
え
し
た
。

　

７
Ｒ―

３
Ｚ
Ｃ
浜
田
英
城
の
司
会
で
、
式

次
第
に
則
り
会
は
進
行
さ
れ
た
。
ク
ラ
ブ
出

席
者
の
紹
介
が
終
わ
り
、
宮
地
健
三
地
区
名

誉
顧
問
（
常
任
）
よ
り
三
谷
地
区
ガ
バ
ナ
ー

へ
激
励
の
言
葉
が
あ
り
、
会
の
雰
囲
気
を
よ

り
一
層
盛
り
上
げ
て
頂
い
た
。

　

三
谷
地
区
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
所
信
表
明
が
行

わ
れ
た
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
ラ
イ
オ
ン
よ
、熱
き
想
い
・

強
い
絆
で 

ウ
ィ
サ
ー
ブ
」

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
情
熱
、
感
動
」

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
善
意
の
会
で
あ
り
、

会
に
参
加
す
る
事
に
よ
っ
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ラ

イ
フ
を
楽
し
み
、
善
意
を
以
て
奉
仕
す
る
こ

と
が
出
来
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
は
各
ク
ラ
ブ
へ
の
奉
仕
、
そ
し
て
お

７
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

８
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

手
伝
い
の
役
で
あ
り
主
役
は
各
ク
ラ
ブ
で
あ

る
。キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
ク
ラ
ブ
が
一
つ
と
な
っ

て
熱
き
想
い
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
隆

盛
に
最
大
限
の
情
熱
を
注
ぐ
事
を
明
言
さ
れ

た
。

　

運
営
基
本
方
針
は
14
項
目
に
わ
た
り
、
詳

細
に
発
表
さ
れ
た
。
特
に
強
調
さ
れ
た
の
は
、

仲
間
を
増
や
そ
う
（
会
員
増
強
）
と
視
力
フ
ァ

ス
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
Ⅱ
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
）
の
目

標
達
成
を
強
く
表
明
さ
れ
、
強
烈
な
依
頼
で

締
め
た
。
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶
、
三
谷

地
区
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
公
式
訪
問
の
記
念
品
贈

呈
、
地
区
役
員
よ
り
の
要
望
事
項
並
び
に
質

疑
応
答
、
各
ク
ラ
ブ
会
長
の
今
年
度
の
目
標

と
抱
負
の
発
表
が
あ
り
、
予
定
時
刻
ど
お
り

終
了
で
き
た
。

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
を
終
え
て

◆
日
時　

７
月
29
日
㈰　

午
後
１
時
半
よ
り

◆
場
所　

高
知
市　

三
翠
園

◆
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ　

高
知
鷹
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

Ｗ
ｅ 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
で
す
。

　

奉
仕
こ
そ
我
々
の
生
命
で
あ
り
、
使
命
で

す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
奉
仕
が
国
の
福

祉
、
国
際
親
善
、
世
界
平
和
お
よ
び
人
類
の

社
会
的
、
文
化
的
進
歩
に
与
え
る
影
響
は
す

こ
ぶ
る
大
き
い
。

　

地
域
社
会
で
真
に
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
そ
の
眼
で
、
耳
で
、
足
で
捜
し
出
し
、
そ
の

奉
仕
の
方
法
を
研
鑽
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
い
て
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
を
実
践
し
、
多

く
の
奉
仕
活
動
を
完
遂
さ
れ
て
き
た
。
よ
っ

て
社
会
的
評
価
が
な
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
の
存
在

価
値
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ラ
イ

オ
ン
と
し
て
の
メ
ン
バ
ー
の
誇
り
も
、
地
域

社
会
に
永
年
大
い
な
る
貢
献
し
て
き
た
こ
と

に
お
い
て
、
そ
の
胸
に
Ｌ
ラ
ベ
ル
ボ
タ
ン
を

輝
か
せ
得
る
の
で
す
。

　

確
か
に
ア
ク
テ
ビ
テ
イ
は
、
単
位
ク
ラ
ブ

自
身
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
、
協
議
さ
れ
て
進

め
ら
れ
る
べ
き
基
本
的
姿
勢
に
異
論
は
な
い

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ラ
イ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
将
来
展
望
、
世
界
的
動
向
、
広
い

視
野
に
た
っ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
要
求
さ

れ
、
メ
ン
バ
ー
各
位
の
理
解
と
強
力
な
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

今
期
マ
ヘ
ン
ド
ラ
国
際
会
長
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
全
世
界
統
一
し
て
行
動
す
べ
き
、
大
き
な

二
つ
の
目
標
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
会
員
増
強
し
、

新
し
い
21
世
紀
の
組
織
に
即
応
し
、
イ
メ
ー

ジ
を
構
築
す
る
。

　

そ
し
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
支
援
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
（
最
終
年
度
）

へ
の
献
金
支
援
で
す
。

　

国
際
行
政
役
員
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
リ
ー

ダ
ー
と
し
、
地
区
役
員
、
各
委
員
長
、
委
員
、

一
丸
と
な
り
行
動
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
や

は
り
、
地
区
メ
ン
バ
ー
各
位
の
理
解
と
強
力

な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
る
協
力
こ
そ
が
望
ま

れ
ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
、世
界
的
動
向
、

広
い
視
野
の
見
識
で
も
っ
て
、
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
な
お
一
層
の
Ｗ
ｅ 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｅ
ｖ
ｅ

を
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

◆
日
時　

９
月
１
日
㈯　

午
後
１
時
よ
り

◆
場
所　

阿
波
観
光
ホ
テ
ル

◆
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ　

徳
島
吉
野
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

８
Ｒ―

Ｒ
Ｃ　

原
田　

一
彌

７
Ｒ―

Ｒ
Ｃ　

溝
渕　
　

宏
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ガバナー公式訪問・第1回キャビネット会議

９
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

　

地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
ク
ラ
ブ
役
員
と
の
直
接

対
話
を
目
的
と
す
る
、
３
３
６―

Ａ
地
区
９

Ｒ
の
地
区
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
は
、
９
月
２

日
㈰
徳
島
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
偕
楽
園
に
て
三

谷
地
区
ガ
バ
ナ
ー
初
め
、
山
地
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
、
高
橋
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
、
福
家
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
会
計
、
濱
田
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
地
区
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
一
同
十
一
名
を
迎
え
て
開
催

さ
れ
た
。
８
Ｒ
か
ら
荒
瀬
名
誉
顧
問
初
め
、

地
元
９
Ｒ
松
本
地
区
常
任
名
誉
顧
問
、
役
員
、

委
員
、
総
勢
参
加
者
１
２
４
名
の
ビ
ッ
ク
な

会
議
と
な
っ
た
。

　

三
谷
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶
は
マ
ヘ
ン
ド

ラ
・
ア
マ
ラ
ス
リ
カ
国
際
会
長
の
『
変
化
へ

の
挑
戦
』
の
意
味
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
キ
ー

ワ
ー
ド
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
シ
カ
ゴ

国
際
大
会
に
参
加
さ
れ
た
様
子
が
発
表
さ
れ
、

九
〇
年
に
及
ぶ
Ｌ
Ｃ
の
歴
史
と
伝
説
の
重
み

を
感
じ
身
の
引
締
ま
る
思
い
を
さ
れ
た
こ
と

や
、
最
終
日
に
は
、
エ
レ
ク
ト
の
リ
ボ
ン
を

投
げ
ら
れ
、
ガ
バ
ナ
ー
に
任
せ
ら
れ
た
と
き

の
感
慨
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ャ
ー
タ
ー（
認

証
状
）
の
こ
と
も
詳
し
く
説
明
さ
れ
、
ガ
バ

ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン『
ラ
イ
オ
ン
よ
、熱
き
想
い
・

強
い
絆
で
ウ
ィ
サ
ー
ブ
』
の
狙
い
と
す
る
と

こ
ろ
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

出
席
者
全
員
が
熱
き
想
い
強
い
絆
の
精
神

の
も
と
、
ク
ラ
ブ
組
織
の
使
命
を
よ
く
認
識

し
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
打
出
さ
れ
た
二
大
目

標
、
会
員
実
増
二
名
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
の
最
終
年

度
目
標
達
成
を
目
指
し
、
実
行
を
胸
に
誓
い
、

邁
進
す
る
意
欲
が
向
上
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

交
流
懇
談
会
で
は
、
阿
波
踊
り
が
飛
び
出

す
ほ
ど
の
華
や
か
な
雰
囲
気
の
内
に
、
一
時

間
半
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
９
Ｒ
役
員
と
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

９
Ｒ
の
出
席
者
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
公

式
訪
問
に
感
動
し
、
今
期
こ
そ
躍
進
と
成
果

を
あ
げ
る
べ
く
、
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
日
時　

９
月
２
日
㈰　

◆
場
所　

徳
島
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル　

偕
楽
園

◆
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ　

徳
島
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

３
３
６―

Ａ
地
区
三
谷
智
省
地
区
ガ
バ

ナ
ー
の
新
体
制
に
よ
る
、第
1
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
会
議
が
7
月
10
日
13
時
30
分
か
ら
三
翠
園

で
開
催
さ
れ
た
。
前
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た

名
誉
顧
問
会
議
は
台
風
の
た
め
中
止
と
な
り
、

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
メ
ン
バ
ー
の
熱

き
想
い
が
通
じ
好
天
に
め
ぐ
ま
れ
ま
し
た
。

　

地
区
内
約
70
名
の
役
員
が
一
同
に
会
し
て

の
会
議
で
は
、
三
谷
地
区
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
基

本
方
針
の
確
認
を
皮
切
り
に
、
13
項
目
の
審

議
事
項
、
16
項
目
の
報
告
事
項
等
が
慎
重
に

か
つ
熱
心
に
審
議
討
論
さ
れ
全
て
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
7
月
15
日
（
土
）

三
翠
園
（
高
知
）

第
1
回 

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
開
催
さ
る

９
Ｒ―

Ｒ
Ｃ　

中
川　

勝
雄
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SHIKOKU 会員・会則・EXT・指導力育成・プロトコール委員会より

会
員
増
強
の
現
状

　

純
増
プ
ラ
ス
2
名
は
、
三
谷
地
区
ガ

バ
ナ
ー
の
最
重
点
課
題
で
あ
り
ま
す
。   

　

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
会
員
の

皆
様
に
お
願
い
を
し
、
熱
き
想
い
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
三
ヶ
月
を
経
た
九

月
末
現
在
の
状
況
を
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

期
首
会
員
数
６
３
１
８
名
（
１
５
５

ク
ラ
ブ
）
で
し
た
が
九
月
三
十
日
現
在
、

入
会
数
２
２
４
名
、
退
会
数
１
５
０

名
（
内
、
物
故
者
11
名
）
で
、
74
名
の

増
加
と
な
り
、
会
員
数
は
６
３
９
２
名

（
１
５
６
ク
ラ
ブ
）
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
増
加
し
た
リ
ジ
ョ
ン

は
7
つ
で
、
減
少
し
た
リ
ジ
ョ
ン
は
2

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
度
に
、
7
〜
8
名
の
新
会
員
入
会

式
を
行
っ
た
ク
ラ
ブ
も
3
ク
ラ
ブ
あ
り

ま
す
が
、
新
し
い
う
た
づ
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
45
名
が
大
き
な
原
動
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

数
字
的
に
は
、
あ
る
程
度
順
調
に
会

員
増
強
が
出
来
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
内
容
は
、
伸
び
悩
ん
で
い
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
新
ク
ラ
ブ
の

増
員
を
マ
イ
ナ
ス
す
る
と
29
名
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
こ
の
3
ヶ
月
の

Ｅ
Ｘ
Ｔ
に
つ
い
て

　
「
Ｅ
Ｘ
Ｔ
は
最
大
の
奉
仕
活
動
で
あ

る
。」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
増
強

の
最
も
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
活
動
、
さ
ら
に
は
そ
の
存
在
自
体
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

現
在
、
三
谷
地
区
ガ
バ
ナ
ー
所
属
の

6
リ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
新
ク
ラ
ブ
の
結

成
が
準
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
進
行
中
で
あ
り
、
ま
も
な
く
お

知
ら
せ
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

新
ク
ラ
ブ
結
成
は
、
現
状
で
は
非
常

に
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
1
年
の

期
間
限
定
の
中
で
行
動
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
い
ろ
い
ろ
制
約
が
出
て
ま
い
り

ま
す
。
準
備
段
階
を
早
く
取
り
、
少
な

く
と
も
3
年
の
ス
パ
ン
を
考
え
た
ら
、

幅
広
い
発
想
が
出
て
来
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

各
リ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

特
性
が
あ
り
、
地
域
の
特
徴
を
生
か
し

た
Ｅ
Ｘ
Ｔ
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
３
３
６―

Ａ
地
区
全
体
の
情
報
交
換

と
、
協
調
体
制
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
皆
様
の
絶
大
な
る
御
支
援

と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

間
に
物
故
者
を
除
い
て
１
３
９
名
の
退

会
者
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
増
強
は
如
何
に
ド
ロ
ッ
プ
を
減

ら
す
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
言
葉

は
常
日
頃
、
煩
い
程
聞
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
現
実
に
は

余
り
効
果
を
挙
げ
て
い
な
い
ク
ラ
ブ
が

非
常
に
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

で
は
ど
の
様
な
対
策
を
立
て
る
と
い

い
の
か
、
と
言
う
と
「
こ
れ
は
絶
対
に

効
く
と
い
う
特
効
薬
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

会
員
増
強
、
維
持
は
、
一
朝
一
夕
に

出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
ク

ラ
ブ
の
日
常
活
動
の
中
で
地
道
な
努
力

を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
会

員
が
心
を
一
つ
に
し
て
汗
を
流
せ
る
奉

仕
活
動
、
全
員
参
画
の
温
か
み
の
あ
る

楽
し
い
例
会
、
厳
粛
で
印
象
深
い
入
会

式
、
そ
ん
な
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
が

大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
と
思
い
ま
す
。

　

助
走
期
間
も
終
わ
り
こ
れ
か
ら
が
本

当
に
大
切
な
時
期
を
迎
え
ま
す
。
ク
ラ

ブ
役
員
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
会
員
全
て

の
皆
様
が
一
致
協
力
し
て
が
ん
ば
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
・
会
則
・
Ｅ
Ｘ
Ｔ
・
指
導
力
育
成
・
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
委
員
会
よ
り

委
員
長　

溝
渕　

康
夫

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
を
終
え
て



 クラブ数 会員数 回答会員数 %
 1R  20 838名 636名 75.9%
 2R  18 878名 596名 67.9%
 3R  16 545名  386名 70.8%
 4R  23 932名〈直島LC含まず〉  575名 61.7%
 5R  12 540名 386名 71.5%
 6R  17 675名 398名 59.0%
 7R  16 648名 343名 52.9%
 8R  17 604名〈小松島LC含まず〉 392名 64.9%
 9R  17 637名 360名 56.5%
 合計 156 6,297名　 4,072名 64.7%

「たばこ」について、クラブの現状把握の為の
アンケート結果報告

336-A地区 
環境保全・保健福祉委員長  

　　　細木　膺子

　この度はアンケートにご協力、誠に有難うございました。7月第一例会と8月にア
ンケート調査を実施したクラブが若干ございました。156クラブ中154クラブの皆
様に協力戴き、実施出来ました。尚、クラブ回収率98.7%、会員4072名の回収率
64.7%でした。以下、ご報告申し上げます。

①たばこを吸っているのは、全回答者の35.0% 
②吸っていないのは、65.0%
③たばこを吸っている男子の年代別（1～8R）…20代1名・30代8.1%・40代17.4%・
　50代38.4%・60代24.4%・70代以上11.6%　【1～8R合計1,117名、9R313名】
④たばこを吸っている女子の年代別（1～8R）…30代4.3%・40代29・8%・50代40.4%・
　60代17.0%・70代以上8.5%【1～8R合計47名、9R47名】
⑤止めたいと思っている人 19.8%     
⑥挑戦したが止められなかった人 18.5%
⑦今の所止める気は無い人 45.7%    
⑧最初から吸っていない人  21.3%   　⑨吸っていたが止めた人 41.5%
⑩禁煙に医療保険が使えることを知っている人 32.8%    　⑪知らない人  67.2%
⑫副流煙の害について知っている  71.2%      　⑬知らない人   28.8%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上のような結果となっています。

結
果
報
告

8

たばこの害について



◎たばこの煙には有害物質が200種も含まれています。
◎1本のたばこで体中のビタミンCが25mg、1日必要量の約半分が無くなります…美容の大敵、
シワの原因ですよ!!

◎主流煙（たばこを吸っている人）を1とすると、副流煙（横にいる人）には、何と、タール3.4倍、
ニコチン2.8倍、一酸化炭素（CO）4.7倍も含まれています。

◎COの赤血球結合能は酸素の約300倍です。だから、体中に酸素が充分行きわたらない。その上、
ニコチンは血管を締め付けます。

　胃・十二指腸潰瘍に成り易い。心臓病に罹りやすい。高血圧や「ボケ」が早く来る。
◎男性40歳で、たばこを吸うと余命が3.5年縮む（2007,7,24 高知新聞夕刊）
◎たばこは肺気腫の大きな危険因子です。（COPDと言います）
◎たばこを一本吸うと国に10円の赤字を強いている。（たばこ税の2倍の医療経済損失）
◎ニコチンは歯肉への血流を低下させ歯周病に成り易い
◎5年以上禁煙すると、あらゆる病気の死亡率が吸わない人と同じ率になる。
★ニコチンは猛毒で、神経・小脳・延髄・脊髄などを刺激・麻痺させる作用がある。
★ダイオキシンも猛毒で発がん性や催奇形性が強い
★締め切った6畳間で1本たばこを吸うと、そこの全員に害を及ぼします。

たばこを吸っている貴方・貴女だけの問題ではありません。
周りの人に迷惑を掛けないように致しましょう。

1）現在たばこを吸っている方の4割近い方が止めたい、又は、止める方向に進みたいと考   えられて
おられます。

2）現在吸われてない方の4割強の方は、過去にたばこを吸っていた方です。

☆クラブの会員さんで禁煙に成功された方の体験談などを、例会で話して戴いては如何でしょうか?
☆禁煙には最近、医療保険が使えます。インターネットで禁煙外来を引いてみて下さい。近くにある
病院名など、色々参考になるのではないでしょうか。是非専門医のいる病院に掛かりましょう。禁
煙外来を標榜しています。

☆今のところ、たばこを吸うのを止める気の無い方も吸っている人の半数近くおられます。今回キャ
ビネットより会員全員にお配り致しました「たばこって なーに?」の小冊子を是非・是非お読み下さ
い。副流煙の害を充分にご理解下さいますようにお願い致します。ご自身の健康とご家族、お友達
の健康を守りましょう。害を良く知って節度のある吸い方をお願い致します。ポイ捨てはゼッタイ
にダメです。

☆複合の環境保全・保健福祉委員長が言われています。会員全員、年に1～2回は血液検査を受けま
しょう…と。

　体調に異変を感じたら、出来るだけ早期の治療を心掛けましょう。
☆さわやかな空気が何時までも吸えますように! 喫煙中の皆様の肺が一日
も早くキレイに成ります様に…と祈りながら報告と致します。

　「たばこの害」を簡単に記します。詳しくは、小冊子をお読み下さい。

考　

察
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視力ファーストⅡキャンペーン　コンサート

視力ファーストⅡキャンペーン
コンサート

ス
イ
ー
ト
ラ
イ
オ
ン
ズ
（
高
知
北
Ｌ
Ｃ
）

と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
団
塊
世
代
の
青
春
の

頃
を
思
い
出
さ
せ
る
素
晴
し
い
歌
と
演

奏
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
司
会
も
、

ふ
ぁ
ー
ま
ー
土
居
（
高
知
北
Ｌ
Ｃ
）
と

い
う
こ
と
で
、
一
見
プ
ロ
の
コ
ン
サ
ー

ト
の
よ
う
で
も
あ
り
ま
し
た
。
入
場
者

（
観
客
）
も
約
五
〇
〇
人
位
で
一

階
席
が
満
遍
な
く
埋
ま
り
ま
し

た
が
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
数
（
約

一
三
三
〇
枚
）
に
対
し
て
の
入

場
者
数
は
少
し
少
な
い
よ
う
で

は
あ
り
ま
す
が
、
盛
大
な
う
ち

に
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
は

各
ク
ラ
ブ
の
協
力
あ
っ
て
の
事

で
あ
り
本
当
に
素
晴
し
い
コ
ン

サ
ー
ト
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

又
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
開
催
す
る
に
当
り
、
企
画
か

ら
会
場
設
定
・
入
場
券
販
売
ま

で
す
べ
て
を
ク
ラ
ブ
員
で
行

い
、
費
用
を
最
低
限
に
抑
え
る

こ
と
で
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
へ
の
拠
出
金

の
捻
出
に
貢
献
し
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

地
区
誌
編
集
委
員
会 

Ｔ
・ 

Ｉ

　

高
知
県
民
文
化
ホ
ー
ル
【
客
席
数

一
、五
〇
〇
席
】
に
て
二
〇
〇
七
年
九

月
二
十
二
日
㈯ 

十
八
時
三
十
分
開
演
、

二
一
時
閉
演
で
６
Ｒ
・
７
Ｒ
主
催
の
『
目

の
不
自
由
な
方
に
、
愛
の
光
を
』
チ
ャ

リ
テ
イ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
二
〇
〇
八
年
〜

二
〇
二
三
年
の
一
五
年
間
に
わ
た
り
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
視
力
保
護
事
業
に
必
要

な
資
金
獲
得
運
動
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
）
に
高

知
県
の
全
ク
ラ
ブ
が
田
村
建
次
郎
６
Ｒ

Ｃ
と
溝
渕
宏
７
Ｒ
Ｃ
の
発
案
で
二
リ

ジ
ョ
ン
合
同
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
ご
存
知

の
と
お
り
今
年
が
最
後
の
締
め
の
年
で

あ
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

３
３
６―
Ａ
地
区
と
し
て
も
三
谷
智
省
地

区
ガ
バ
ナ
ー
を
筆
頭
に
濱
田
利
男
Ｃ
Ｓ

Ｆ
Ⅱ
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
目
標

に
向
け
て
年
頭
よ
り
活
発
に
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演
者
も
、

冷
泉
公
裕
（
れ
い
ぜ
き 

き
み
ひ
ろ
、
俳

優
・
歌
手
）
が
三
谷
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と

の
友
情
出
演
、
中
村
一
之
バ
ン
ド
（
今

治
中
央
Ｌ
Ｃ
）
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
、

主
催
者
側
か
ら
は 

Ｔ
Ｗ
Ｏ 

Ｒ
Ｅ
Ｘ 

＆

ダ
ニ
エ
ル
斉
藤
（
高
知
鏡
川
Ｌ
Ｃ
）、

『愛、愛…』愛あふれる
　  チャリティコンサート
主催：6R・7R　  高知県民文化ホール（オレンジ）　9月22日㈯
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視力ファーストⅡキャンペーン
コンサート

舞台で鍛えたのどで、会場を
独特の雰囲気に包み込んだ

冷泉ワールドタイム

ふぁーまー土居さんの司会でエレキの音が会場に !!
一世風靡したベンチャーズ曲をスイートライオンズ
の演奏で。

TWO REX の高音と低音の楽しいハーモ
ニーで幕が上がった。

中村一之バンドのアップテンポな面白
トークと60～70年代のポップス曲でつ
い口ずさみ…。気分は一気に20代。
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YEサマーキャンプ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会 

３
３
６―

Ａ
地
区

Ｙ
Ｅ
・
国
際
協
調
委
員
長   

岡
林　

啓
仁

　

と
に
も
か
く
に
も
、
病
人
、
怪
我
人
を
ひ
と

り
も
出
さ
ず
に
無
事
、3
泊
4
日
の
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
日
程
を
終
了
出
来
ま
し
た
こ
と
を
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
役
員
、
関
係
団
体
各
位
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
準
備
が
大
変
で
し
た
。

ま
ず
来
日
生
の
食
事
で
す
。
7
カ
国
16
名
の
お

世
話
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
豚

肉
が
駄
目
と
い
う
来
日
生
が
い
た
こ
と
と
、
宿

泊
施
設
の
食
事
が
肉
類
は
鳥
の
み
だ
っ
た
こ
と

で
、
和
食
に
偏
っ
た
こ
と
が
反
省
材
料
と
な
り

ま
し
た
。

　

宿
泊
所
は
大
変
好
意
的
で
、
満
足
の
い
く
待

遇
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

夏
の
山
間
部
と
い
う
こ
と
で
、
虫
が
多
く
、
特

に
女
の
子
に
は
不
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
反
省
は
、
日
程
の
中
で
移
動

時
間
が
長
か
っ
た
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
あ
れ

こ
れ
と
考
え
て
み
て
も
、
一
箇
所
に
集
中
し
て

活
動
は
で
き
ま
せ
ん
。
仕
方
が
な
い
部
分
も
あ

り
ま
す
。

　

活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
結
構
良
か
っ
た
と

自
負
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
内
原
野
の
陶
芸
と
、

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
価
値
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

あ
れ
ほ
ど
間
近
で
、
し
か
も
二
頭
の
ニ
タ
リ

ク
ジ
ラ
を
30
分
以
上
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
一
生
懸
命
や
っ
た
こ
と
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

解
ら
な
い
事
だ
ら
け
で
、
何
も
か
も
手
探
り

で
、
頼
り
な
い
委
員
長
で
し
た
が
、
本
当
に
た

く
さ
ん
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
仲
間
の
皆
さ
ん
に
助

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｂ
地
区
信
原
委
員
長

の
明
る
い
人
柄
、Ａ
地
区
日
高
前
委
員
長
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
の
手
際
の
良
さ
、
Ａ
・
Ｂ
地
区
各
Ｙ

Ｅ
委
員
、
副
幹
事
の
方
々
、
本
当
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
私
は
、
Ｙ
Ｅ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

と
は
、
来
日
生
の
お
世
話
を
す
る
こ
と
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
仲
間
の
皆
さ

ん
の
素
晴
し
さ
に
感
激
し
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
に
素
晴
し
い
体
験
が
出
来
て
、
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
も
う
一
言
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会 

３
３
６―

Ｂ
地
区

　

Ｙ
Ｅ
・
国
際
協
調
委
員
長　

信
原　

好
貴

　

２
０
０
７
年
Ｙ
Ｅ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
、

３
３
６
Ａ
地
区
の
担
当
で
高
知
県
「
考
え
る
村
」

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
梅
雨
明
け
間
近
の
暑

い
4
日
間
で
し
た
。

　

毎
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
綿
密
に
練
ら
れ
て

い
て
感
心
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
生
達
と

一
緒
に
ひ
と
つ
の
部
屋
に
雑
魚
寝
の
生
活
を
送

り
ま
し
た
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
重
ん
じ
る
国
の
人
た
ち
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
と
当
初
心
配
し
て
い
ま

し
た
。
特
に
風
呂
に
入
る
、
ト
イ
レ
の
こ
と
、
自

分
の
部
屋
が
な
い
生
活
を
我
慢
で
き
る
の
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
心
配
を
よ
そ
に
Ｙ

Ｅ
生
た
ち
は
、
真
の
交
流
を
深
め
て
く
れ
た
よ
う

で
す
。
夜
の
、
Ｙ
Ｅ
委
員
長
の
ラ
イ
ブ
や
、
Ｂ
地

区
副
幹
事
や
ス
ロ
バ
キ
ヤ
生
の
演
奏
な
ど
交
流
を

深
め
る
の
に
大
変
役
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

中
で
も
「
み
ん
な
で
探
し
に
と
鯨
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
」
あ
ん
な
に
鯨
を
間
近
に
見
る
こ
と
は
、

一
同
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
驚

き
や
感
動
を
共
有
で
き
心
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
正
に
、
キ
ャ
ン
プ
の
目

的
を
体
感
で
き
た
瞬
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
機
会
を
作
っ
て
い
た

だ
き
、
お
世
話
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
に

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

初日キャンプ参加者全員で宿泊所［考える村］にて

３
３
６―

Ａ
地
区
・
Ｂ
地
区
合
同

Youth
Exchang

e
Camp

Ｙ
Ｅ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

Ｙ
Ｅ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

7/23㈪～
7/26㈯



13

DISTRICT 336-A

SHIKOKU

食
だ
っ
た
。

　

食
後
は
、
い
よ
い
よ
こ
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の

目
玉
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
。
イ
ル
カ
を
含

む
と
80
％
の
確
率
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
事

だ
が
、
身
近
で
聞
く
と
、
ク
ジ
ラ
を
見
た
人
が
い

な
い
！
天
気
も
良
く
、
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、

ク
ジ
ラ
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。
と
祈
り
な
が
ら
乗

船
。

　

沖
に
走
る
こ
と
30
分
、
イ
ル
カ
も
い
な
い
。
背

中
に
冷
や
汗
が
出
始
め
た
頃
、
私
の
前
に
座
っ
て

い
た（
寝
て
い
た
）松
岡
副
幹
事
が
、
ク
ジ
ラ
の
よ

う
な
大
柄
な
体
を
、
ガ
バ
ツ
と
起
こ
し
、
右
前
方

を
指
差
す
。
小
さ
く
見
え
た
の
で
、
イ
ル
カ
か
な

と
思
っ
た
ら
、
や
っ
た
！
ク
ジ
ラ
だ
。
し
か
も
二

頭
。
そ
れ
か
ら
約
30
分
間
、
海
面
に
浮
い
た
り
沈

ん
だ
り
の
ク
ジ
ラ
シ
ョ
ー
。
海
面
か
ら
グ
ワ
ッ
と

出
て
き
た
ク
ジ
ラ
の
決
定
的
写
真
は
、
Ａ
地
区
高

橋
前
委
員
の
大
傑
作
。

　

夕
方
か
ら
、
考
え
る
村
で
同
行
の
岡
山
東
国
際

レ
オ
ク
ラ
ブ
の
二
人
に
よ
る
ゲ
ー
ム
。
道
具
を
使

わ
ず
、
全
員
で
繋
い
だ
手
を
離
さ
ず
に
く
ぐ
っ
て

く
ぐ
っ
て
も
つ
れ
た
人
の
知
恵
の
輪
を
元
に
戻
す

ゲ
ー
ム
な
ど
、
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

●
第
４
日

　

い
よ
い
よ
最
終
日
。
お
世
話
に
な
っ
た
考
え

る
村
を
出
発
。
バ
ス
に
て
高
知
城
へ
。
ゆ
っ
く
り

散
策
し
て
も
ら
う
つ
も
り
が
、
あ
ま
り
の
暑
さ
に

早
々
に
三
翠
園
へ
。

　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
感
想
文
を
書
い
て
も
ら
っ

た
後
、
ホ
テ
ル
会
場
に
て
、
閉
村
式
。

　

Ｂ
地
区
小
田
ガ
バ
ナ
ー
、
Ａ
地
区
三
谷
ガ
バ

ナ
ー
、
Ａ
地
区
高
橋
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
な
ど
の

ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
三
翠
園
心
づ
く
し
の
バ
イ

キ
ン
グ
昼
食
を
取
り
、
な
ご
や
か
に
全
員
か
ら
ス

ピ
ー
チ
を
も
ら
い
終
了
。
別
れ
が
名
残
惜
し
く
、

あ
ち
こ
ち
で
記
念
撮
影
の
輪
が
出
来
、
一
向
に
帰

ろ
う
と
し
な
い
来
日
生
の
み
ん
な
が
、
本
当
に
可

愛
か
っ
た
で
す
。

岡
林　

啓
仁

●
第
1
日　

　

バ
ス
に
て
多
度
津
駅
よ
り
芸
西
考
え
る
村
に
出

発
。
岡
澤
エ
デ
ィ
現
Ｙ
Ｅ
委
員
の
素
敵
な
通
訳
に

よ
り
、
バ
ス
内
は
歌
あ
り
、
ス
ピ
ー
チ
あ
り
で
大

騒
ぎ
。
こ
の
時
点
で
、
こ
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は

い
い
も
の
に
な
る
と
予
感
。
夕
方
、
考
え
る
村
に

て
、
三
谷
Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
お
迎
え
し
て
の
開

村
式
。
夕
食
後
、
永
井
康
博
７
Ｒ―

１
Ｚ
Ｃ
と
私

に
よ
る
、
歓
迎
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
。
Ｂ
地
区
長
谷
川
副

幹
事
が
、
一
期
一
会（
4
本
弦
ギ
タ
ー
）を
持
参
し

て
く
れ
た
。
歌
は
国
境
を
簡
単
に
越
え
る
！
と
実

感
。
楽
し
い
ひ
と
と
き
。

●
第
２
日

　

内
原
野
陶
芸
館
に
て
、
グ
ラ
ス
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス

ト
加
工
に
挑
戦
。
昼
食
後
、
土
コ
ネ
か
ら
陶
器
を

製
作
。
手
作
り
の
お
土
産
は
帰
国
後
い
い
思
い
出

に
。

　

夕
方
、
折
り
紙
教
室
を
開
催
。
言
葉
が
通
じ
な

い
と
、
な
か
な
か
教
え
る
の
が
難
し
い
。
女
の
子

は
か
な
り
熱
心
に
挑
戦
し
て
き
た
。
一
人
で
も
、

関
心
を
持
っ
て
く
れ
れ
ば
、
こ
ん
な
楽
し
い
こ
と

は
な
い
。

　

夕
食
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
Ａ
地
区
日
高
前
Ｙ
Ｅ

委
員
長
が
全
て
を
取
り
仕
切
っ
て
、
見
事
な
焼
き

加
減
で
、
全
員
が
感
激
。
あ
り
が
と
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
考
え
る
村
の
方
が
、
流
し
そ
う
め
ん

を
準
備
。
近
隣
の
竹
を
切
っ
て
手
作
り
の
道
具
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
完
食
。

　

食
後
に
、
花
火
大
会
。
場
所
の
関
係
で
、
打
上

げ
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
大
人
も
混
じ
っ
て
み
ん

な
子
供
に
帰
っ
た
み
た
い
に
、
花
火
を
満
喫
し
た
。

●
第
３
日

　

本
日
は
海
づ
く
し
。
朝
か
ら
海
水
健
康
プ
ー
ル

芸
西
へ
。
館
長
の
ご
好
意
に
よ
り
、
開
館
時
間
前

か
ら
、
貸
切
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昼
食
は
国
民
宿
舎
土
佐
で
、
太
平
洋
を
望
み
な

が
ら
い
た
だ
く
。
素
晴
し
い
天
気
で
お
い
し
い
昼

日 

程



14

最初は今度のキャンプに興味があまりなかった。普通に
テントを張ってキャンプすることだと思っていた。しか
し初日の夜から好きになった。違う国からやってきた皆
さんとは言葉が通じないが、単語を紙に書いたり、通訳
してもらったり、日本での生活などについて話し合った
ことはとても面白かったのだ。虫が多くて怖くて困っ
たが。今日いよいよみなさんと別れる。外国の皆さん
はMSNにて連絡すると言っているが、言葉が通じない
のでなかなか話しができないだろう。夕べは本当に悲し
かった。サインボードにサインした時の空気は重かった。
その気持ちは嫌いだ。これからのキャンプはもっと日数
を増えてほしい。そうすればお互いの理解を深め、より
多くの友達を作ることもできるだろう。

ヤン・リン・チェン（18）
【台湾】
336-Ｂ

YEサマーキャンプ

芸西村海水プールにて

初日夜、TWO REXのYE生歓迎miniライブ

最終日の
キャンプファイヤー

での花火大会

楽しかったが日程はすこし空
いていたような気がする。“考
える村”はあまり好きではな
い。道も狭くて運転が危なかっ
た。あまりも遠くて不便であ
り、泊まるところの壁も薄く
てうるさかった。日程をもっ
と充実させれば完璧だろう。
一番良かったのは外国の人々
と話し合って、知り合ったこ
とだ。国際交流に絶好の機会
だったと思う。

今回の活動を通じて、違う国の友達
と知り合った。アメリカ、日本、台
湾 ... 小さい地球村のようだった。四
日間はいろいろな日程を組んでくれ
たが、あまり充実していたとは思わ
ない。陶芸は面白かった、鯨の見学
もすごかった。バーベキューは種類
が多くてよかった。夜は外国の人々
と交流ができて面白くて楽しかった。
いろいろとありがとう。違う文化を
見学でき、交流できた。皆さんお疲
れ様 !Thank you very much!

I'm really feel happy in this 
YE summer camp ! 
今回のキャンプは、本当に楽
しかったです。外国の友達を
たくさん作りました。いろい
ろお世話になりました。皆さ
んご苦労様でした。今回は本
当にどうもありがとうござい
ました。  

宿泊した“考える村”はあまり遠すぎではないか。
小型バスで山を登ると大変だった。車酔いをひどく
したせいか夜もよく眠れなかった。( 考える村は )
遠すぎるので行き帰りに時間がなくなった気がする。
だからスケジュールも充実出来なかったところもあ
り、村の中で話しただけだった。もっと充実する日
程を組んでいろいろなところに案内してもらいたい。
キャンプで外国の人々と知り合って楽しかった。21
日間の日本語環境の中、中国語も話せる楽しさを味
わった。英語も上達したようだ。意義があったと思
う。たくさんの国の人々が集まるこのようなキャン
プにまた参加したい。面白かった。

この数日間はとても楽し
かった。大人の皆さん
も精一杯で私たちの世話
をしてくれた。いろいろ
なところからやってきた
人々と友達になった。違
う文化とも交流した。と
ても面白かった。今度の
キャンプに参加でき、嬉
しかった。
ありがとう ! THANKS!

シー・シャオ・チェン（20）
【台湾】

336-A高知黒潮LC

チャン・ユウ・シャン（22）
【台湾】

336-B井原LC

チャン・ジン・クン（19）
【台湾】

336-A土佐香南LC

シイン・ズー・チン（19）
【台湾】

336-B玉野LC

チャン・ハン・イン（19）
【台湾】

336-A高知よさこいLC
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今度の夏期キャンプはとても楽しかった。すべての
人々はとても親切にしてくださった。陶芸館が面白
かった。みんな出来ないのだが、それもまた面白かっ
た。ホエールウオッチングでは鯨を見ることが出来て
嬉しかった。この三泊四日は楽しかった。すいか割り
やお祭りなど、もっと日本の生活を体験できればよ
かったと思った。 一回のイベントでたくさんの国の人
に出会ったことは、とても不思議な感じがしたし、面
白い出来事もたくさんあった。泉さん、俊介さん、お
疲れ様 ! 私たちの面倒を見てくれた皆さんも、親切だっ
た。ありがとう !
THANK EVERYONE!

ハン・スー・チン（22）
【台湾】

336-Ｂ和気LC

 I feel really happy in 
this summer. 
今回のキャンプは本当
に楽しかったです。
外国の友達をたくさん
作りました。いろいろ
お世話になりました。
皆さんありがとうござ
いました。

チャン・ホイ・イ（20）
【台湾】

336-A高知中央LC

2日目　内原野にて

キャンプは本当に楽しかった。いろいろな国から来た青少年達と出会
いはなしをする事が出来た事はすばらしい体験でした。夜遅くまで起
きて語り合い新しい友人達と本当に楽しい時間を過ごしました。ホエー
ルウオッチングも本当に楽しむ事が出来ました。しかしキャンプ地は、
よい場所であるとは少々言い難いものでした。なぜならそこへ行くま
での道のりが非常に遠く、その上坂を上ったり下りたりしながら到達
し (なければならず )建物の中はとても暑かったからです。私は自分
と同じくらいの年齢の人達で English speaker ではない人達 ( 親し
くなった友人を指して )と離れるのがつらかったのでこのキャンプが
もっと長ければよかったと思いました。(頂いた食事で )ステーキは本
当においしかった。食事は良かったけれど、もう少し国際色豊かな (メ
ニューの中から )いろいろ選ぶことが出来ればと思いました。

とてもよかったよ。しかし部屋
の虫が大変多かった。友達をいっ
ぱい作った。不便なことが多かっ
た。それはあまりにも山の奥だっ
たから。でもみんな心を込めて
私たちを案内してくれた。
 最初は誰も知っている人がいな
かったが最後には一緒にゲーム
で遊んだりして、楽しくて別れ
るのがつらかった。本当に懐か
しい。ありがとう !
THANK YOU。

キャンプは素晴らしかったです。私は人々とそ
の雰囲気が大好きでした。キャンプ地はあまり
満足のいくものではなかったけれどキャンプ自
体は悪くなかった。( 希望を言えば通常食べて
いるものとは違うお米料理、スープ、魚 (料理 )
など例えば (このキャンプに参加している )学
生の出身国のそれぞれの国の (特徴がある ) 料
理などを食べたかったと思いました。キャンプ
は通常行われるホームステイよりもよりよい素
敵な時間であったと思います。
今後も (このプログラムが )ずっと続くことを
願っています。

ヤン・スー・ハン（22）
【台湾】

336-Ｂ倉敷LC

スティーブン
モンタンティス（17） 
【アメリカ】

336-A南宇和LC

ジアナ フガジ（18） 
【アメリカ】
336-Ｂ落合LC

考える村 考堂にて そうめん流しの昼食
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YEサマーキャンプ

２
０
０
７
夏
期 

Ｙ
Ｅ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ 

参
加
感
想

３
３
６
Ａ
地
区　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事

 

北
村　

聰
幸

　

Ｙ
Ｅ
担
当
副
幹
事
と
し
て
岡
林
Ｙ
Ｅ
委
員

長
の
補
佐
役
を
務
め
る
べ
く
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

5
月
に
Ｙ
Ｅ
委
員
会
、
6
月
に
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
席
し
て
幾
分
知
識
を
得
た

つ
も
り
で
、
7
月
23
日
の
開
村
式
か
ら
25
日

に
か
け
て
、
1
泊
延
べ
3
日
間
参
加
し
ま
し

た
。

　

実
際
に
参
加
を
し
て
、
私
は
言
葉
が
通
じ

ず
ほ
と
ん
ど
会
話
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

Ｙ
Ｅ
生
達
は
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
て
い
て
、

岡
林
委
員
長
、
永
井
７
Ｒ―

１
Ｚ
Ｃ
ら
に
よ

る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
花
火

遊
び
、
折
り
紙
な
ど
を
と
て
も
興
味
を
持
っ

た
よ
う
で
、
素
直
に
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見

ま
し
た
。
宿
舎
は
ク
ー
ラ
ー
も
な
く
ま
わ
り

は
山
中
で
何
も
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
特

に
問
題
も
な
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
私
は

都
合
で
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、ホ
エ
ー

ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
鯨
に
は
長
時
間
遭
遇
で

き
、
猛
烈
に
感
動
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

前
Ｙ
Ｅ
委
員
会
の
日
高
委
員
長
以
下
、
他

の
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー
の
熱
心
な
サ
ポ
ー

ト
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
の
持
ち
味
を
発
揮

さ
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
参
加
を
し
て
い
る
よ

う
す
を
見
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

数
カ
国
の
Ｙ
Ｅ
生
が
一
緒
に
な
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
日
本
文
化
を
身
近
に
体
験
し
た
こ
と

は
、今
期
三
谷
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
掲
げ
る
「
感

動
と
情
熱
」
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
お
こ

な
う
た
め
、
国
際
交
流
の
機
会
を
与
え
、
理

解
と
親
善
を
促

進
す
る
と
い
う

目
的
を
十
分
果

た
せ
た
と
感
じ

ま
し
た
。

印象に残ったことは、ホエールウオッチング
です。
今後のために改善すべき (と思う )ポイント
もう少しお肉料理 (特に鶏肉 )が食べたかっ
たと思いました。
エアコンが欲しかった。
 ( キャンプ場までの道のりが遠すぎたので )
長いドライブを必要としないもう少し近い
場所で行って欲しかったと思いました。
(私にとって )素晴らしい時間を過ごしまし
た。有意義なキャンプでした。

私は食事の好みが合わなかった。しかしこれはキャンプに
ついてではなく日本料理との違いによるものだと思いま
す。でも皆さんは私達がよりそれらを食べやすいように工
夫してくれました。
キャンプ場の建物の中には虫や蜘蛛がいました。それらを
防ぐ方法を、例えば殺虫剤を使うなどの対策を (事前に )
とっておくべきだと思いました。これが私にとっては一番
残念に思ったことでした。キャンプで友人と過ごした時間
は本当に楽しく終盤になると寂しく感じました。私は (み
んなと )非常に親しい関係になれるこのキャンプがこれか
らもずっと続くことを願っております。
 Thank you everything!

私はキャンプのほとんどのアクティビティを
楽しみました。(今回)選ばれたアクティビティ
はとても楽しかった。(こういう事をするのは)
以前はくじらをかわいそうだと思っていたの
ですが、ホエールウオッチングは良かったで
す。私の最大の不満はキャンプの場所のコン
ディションです。建物自体はいいのですがエ
アコンは無く山の頂上にありました。(不満に
思った事の )もう 1つは食事です。 日本 (で出
された )食事は時々やや単調に思えたのでもう
少し国際色豊かな食事を出して頂けたらとて
も良かったと思います。

ピーター アルバ（17） 
【アメリカ】

336-Ｂ奈義・勝北LC

ラウリー ファンエット
エレファ（17）
【オランダ】
336-A丸亀LC

シューレイ
ギュルテック（20） 
【トルコ】

336-Ｂ美作LC

最終日、高知城にて
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私はそのプログラムはとてもよかっ
たと思うし大変楽しむことが出来ま
した。特にホエールウオッチングが
よかったと思います。そしてまた他
のYEの学生に会い一緒に時間を過ご
せた事はとても素晴らしい事でした。
( しかし ) その一方で、キャンプ場
の場所はあまり良いものではなかっ
た。そこへ行くのは容易ではなく丘
を登ったり下りたりしながら非常に
長い時間をかけてたどり着きました。
食事はとても良かったと思います。

一言で言えばとても楽しかったです。
今回は日本の学生がテスト期間で来ることが出来る人間が少なかっ
たため、不安だったのですが、皆優しくて、あったかくて、ユーモ
ラスですぐに溶けこむことができました。
日本の文化を見てもらうことを通して ( 折り紙や空手 ) 自分自身も
もっと日本の文化について説明したいと思いましたし、シューレな
どが自分の文化を夜遅くまで教えてくれたのは嬉しかったです。
今回は色紙 ( しきし ) を用意して皆でお互いにメッセージを書いた
のですが、本当に皆があたたかい言葉をくれ、とても嬉しかったです。
このキャンプで知り合った友人たちと言葉や文化の壁を越えて、ずっ
と仲良くありたいと思います。
あと最後に。ご同行下さったライオンズクラブの皆様…
本当に楽しい旅をありがとうございました。

トーマス ケシアラ（19）      
【スロバキア】

336-Ｂ奈義・勝北LC

山縣  俊介 （23）
【日本】

レオクラブ岡山東国際

今回は初めての参加で、分からない事
も多々ありましたが、思った以上に楽
しむ事ができました。異文化の人達と
3泊 4日という時間を共に過ごすとい
う貴重な体験ができた事がとても嬉し
いです。どこの国の人もポジティブに
物事に取り組み、それによって人の輪
が深くなっていった気がします。こん
なふうに出会いが広がっていくのは素
晴らしい事だと思います。次回もぜひ
参加をさせて頂きたいです。
本当にありがとうございました。

渡辺  泉 （21）
【日本】

レオクラブ岡山東国際

私はプログラムに基づいた全て
の滞在を楽しみました。しかし、
キャンプ場所はアウトドアーア
クティビティのための部屋がな
かったのであまり良いものでは
ありませんでした。
プログラムの後、夕方 ( 以降 )
は何もやることがなかった。違
う国から来た人たちと知り合い
彼らの文化を学べたことは素晴
らしいことでした。
わたしは素晴らしい時間を過ご
し新しい友人を得ました。

カミラ・スカルヴァ・
クライヴァネス（17） 
【ノルウエィ】
336-A内子LC

各自、自分の陶器作りに没頭中



り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
学
び
、
身
に
つ
け

て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
も
ク
ラ
ブ
員
全
員

で
力
を
合
わ
せ
て
学
校
支
援
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
知
と
さ
み
ず
き
Ｌ
Ｃ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
会
委
員
長 

北　

泰
子

　

２
０
０
７
年
7
月
27
日
㈮
・
28
日
㈯
の
2

日
間
、
高
知
中
学
・
高
等
学
校
に
お
い
て
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
「
思
春
期
の
ラ
イ
フ

ス
キ
ル
教
育
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
校
内
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
、
３
３
６―

Ａ
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
（
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
助
成
金
）
の
支
援
を
い
た

だ
き
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
催
初
日
は
、
高
知
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
か
ら

高
橋
光
男
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
、
北
川
渉
青

少
年
・
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
・
市
民
奉
仕
・
児
童
奉
仕

委
員
長
、
岸
岩
男
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事
、

松
田
新
一
郎
（
６
Ｒ
）、
近
江
徳
長
（
７
Ｒ
）

青
少
年
・
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
・
市
民
奉
仕
・
児
童
奉

仕
委
員
、
松
尾
大
道
地
区
誌
編
集
委
員
長
、

宇
都
宮
博
史
地
区
誌
編
集
委
員
の
皆
様
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
、
代
表
し
て
高
橋
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
幹
事
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
師
は
和
歌
山
県
の
田
辺
市
立
田
辺
第
三

小
学
校
長
で
あ
り
、青
少
年
育
成
支
援
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
講

師
で
あ
る
北
山
敏
和
先
生
に
お
い
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

高
知
中
学
・
高
等
学
校
の
松
吉
教
頭
先
生

を
は
じ
め
と
す
る
32
名
の
先
生
方
の
参
加
で

行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
２
日
間

「
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
」
の
系
統
的
な
学
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
先
生
か
ら
は
「
参
加

し
て
良
か
っ
た
。
生
徒
の
側
に
立
つ
こ
と
が

必
要
だ
と
気
付
い
た
」「
生
・
き
・
る
・
力
・

の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
必
要
性
を
実
感
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
出

ま
し
た
。

　

こ
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
プ
ラ
グ
ラ
ム

の
「
生
・
き
・
る
・
力
・
」
を
思
春
期
の
よ

＊＊ ＊高知中学・高等学校
ライオンズクエスト
校内ワークショップ報告

＊
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気
持
ち
の
良
い
疲
れ
。
学
生
時
代
に
部
活

の
大
会
後
な
ど
で
こ
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
今
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
終
了
後
も
同
じ
よ
う
な
感
想
を
持

つ
自
分
が
い
た
こ
と
に
気
付
い
た
。
会
場
に

入
る
と
、
そ
こ
に
は
丸
く
列
を
な
し
た
椅
子

が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
最
初
か
ら
講
師
の
北

山
先
生
は
私
達
に
気
さ
く
な
質
問
を
投
げ
か

け
、
と
て
も
暖
か
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
く
れ

た
。

　

問
い
か
け
、
見
本
、
体
験
の
順
に
す
べ
て

の
活
動
が
行
わ
れ
、
グ
ル
ー
プ
分
け
の
際
に

は
見
事
な
ま
で
の
た
く
さ
ん
の
技
を
見
せ
て

い
た
だ
い
た
。
例
え
ば
、
小
さ
な
紙
の
中
に

4
種
類
の
童
謡
が
書
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
を

ハ
ミ
ン
グ
し
な
が
ら
歌
い
、
同
じ
グ
ル
ー
プ

の
人
を
探
す
。
明
日
か
ら
で
も
す
ぐ
に
生
徒

に
試
し
て
み
た
い
小
技
が
た
く
さ
ん
織
り
交

ぜ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
北
山
先
生
は
生
徒

達
に
行
う
の
と
同
様
に
私
達
に
エ
ン
カ
ウ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
、
教
員
同
士
の
つ
な
が
り

を
も
た
せ
て
く
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
ペ

ア
に
な
り
、
手
を
つ
な
い
で
行
っ
た
フ
ル
ー

ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
は
、
質
問
に
対
し
て
瞬
時

に
顔
を
見
て
確
か
め
合
う
。
ど
の
教
員
も
い

つ
も
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
笑
顔
、
笑
顔
、

笑
顔
。
普
段
同
じ
職
場
に
勤
務
す
る
と
は
い

え
、
中
学
と
高
校
に
分
か
れ
て
い
た
り
、
学

年
が
違
っ
て
い
た
り
、
年
代
が
違
っ
て
い
た

り
し
て
な
か
な
か
話
す
機
会
の
な
い
教
員
と
、

同
じ
模
擬
授
業
に
取
り
組
ん
だ
り
、
生
徒
役
・

先
生
役
に
分
か
れ
て
質
問
を
し
た
り
と
、
私

で
に
全
て
同
じ
過
程
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

そ
れ
故
丁
寧
に
聞
く
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ
。

大
人
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
、
相
手
の
気

持
ち
に
そ
っ
た
コ
メ
ン
ト
を
し
て
く
れ
な
が

ら
気
持
ち
を
察
し
て
く
れ
る
と
、
と
て
も
嬉

し
く
な
り
心
が
軽
く
な
る
。
抜
か
り
が
ち
で

あ
っ
た
丁
寧
さ
を
今
一
度
振
り
返
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
た
。

　

そ
し
て
、
8
人
で
一
つ
の
模
擬
授
業
を
作

り
上
げ
発
表
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
準
備

が
1
時
間
と
い
う
短
時
間
に
も
関
わ
ら
ず
、

な
ん
と
か
形
あ
る
も
の
に
こ
ぎ
着
け
る
こ
と

が
で
き
、
教
員
の
連
携
が
生
み
出
す
力
の
す

さ
ま
じ
さ
を
肌
で
感
じ
た
。
経
験
年
数
が
豊

か
な
教
員
は
、
生
徒
に
対
す
る
問
い
か
け
や

話
し
方
で
、
な
る
ほ
ど
こ
う
い
う
言
葉
が
け

が
あ
っ
た
の
か
と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
知
恵
を

た
く
さ
ん
提
示
し
て
く
れ
た
し
、
経
験
年
数

の
浅
い
私
も
、
視
覚
教
材
や
板
書
の
仕
方
で

少
し
役
に
立
つ
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
ぞ
れ

が
持
っ
て
い
る
技
量
は
違
っ
て
い
て
も
、
目

指
す
も
の
は
た
だ
一
つ
。「
ど
う
す
れ
ば
生
徒

に
う
ま
く
伝
わ
る
か
」
で
あ
る
。
良
い
授
業

を
作
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
自
分
が
聞
け
ば

良
い
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。
協
力
が
生
み

出
す
授
業
の
質
の
高
さ
を
目
の
前
に
し
て
、

同
じ
職
場
で
あ
り
な
が
ら
独
り
よ
が
り
な
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
自
分
を
恥
ず
か
し
く
感
じ
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
終
了
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ

が
感
想
を
言
う
機
会
が
あ
り
、
私
は
以
下

の
よ
う
な
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

「
あ
ぁ
勉
強
に
な
っ
た
な
、
で
終
わ
ら
せ
た
く

は
な
い
。
こ
こ
で
感
じ
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ

と
を
こ
れ
か
ら
の
授
業
で
実
際
に
や
っ
て
み

て
、
失
敗
し
な
が
ら
自
分
の
形
に
も
っ
て
い

き
た
い
」。

　

今
ま
で
、
い
ろ
ん
な
研
修
会
に
参
加
す
る

た
び
に
、「
実
践
」
を
し
て
き
た
。「
こ
れ
は

う
ち
の
学
校
で
は
で
き
そ
う
に
な
い
な
」「
う

ち
の
生
徒
に
こ
ん
な
活
動
は
無
理
だ
」
な
ど

と
自
分
勝
手
に
決
め
て
し
ま
っ
て
は
、
何
も

始
ま
ら
な
い
。
特
に
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
即
座
に
使
え
る
小
技
や
、
総
合
学

習
や
道
徳
の
時
間
に
、生
徒
に「
生
き
抜
く
力
」

を
つ
け
る
授
業
を
自
分
た
ち
が
実
際
に
体
験

し
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
冒
頭
に
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
気
持
ち
の
良
い
疲

れ
」
を
、
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
自
分
の
形

に
し
て
い
く
か
が
私
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の

夏
休
み
に
、
生
徒
に
沢
山
の
課
題
を
出
し
た

が
、
私
自
身
の
課
題
も
山
積
み
用
意
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
。
長
い
教
員
人
生
、遅
い
ス
タ
ー

ト
は
な
い
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
得
た

「
気
付
き
・
驚
き
・
再
発
見
」
を
「
生
徒
に
実
践
」

し
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
て
い
こ
う
と
思
う
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
有
意
義
か
つ
楽
し
い

未
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
ス

タ
イ
ル
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
述

べ
た
い
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

達
の
仲
は
ぐ
ん
ぐ
ん
深
ま
り
、
そ
し
て
皆
が

一
生
懸
命
同
じ
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
た
。

　

今
回
の
研
修
で
私
自
身
が
気
付
か
さ
れ
た

こ
と
は
本
当
に
莫
大
に
あ
る
が
、
そ
の
中
で

も
特
に
心
に
突
き
さ
さ
っ
た
の
は
「
コ
ー
チ

ン
グ
」で
あ
る
。「
相
談
を
し
に
来
た
生
徒
は
、

も
う
す
で
に
自
分
自
身
の
中
に
答
え
を
持
っ

て
い
る
」
と
い
う
北
山
先
生
の
言
葉
。
日
頃

生
徒
に
関
わ
る
中
で
、
私
達
は
相
談
に
乗
る

ケ
ー
ス
が
多
々
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
に

聞
き
上
手
に
な
っ
て
、
う
ま
く
生
徒
の
答
え

を
導
き
出
し
て
や
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
で

あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
ら
い
い
、
あ
あ
し
た

ら
い
い
と
い
う
の
は
そ
の
生
徒
自
身
が
一
番

分
か
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
こ
ち

ら
が
す
ぐ
言
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
そ

の
答
え
に
行
き
着
く
ま
で
に
、
遠
回
り
に
思

え
る
か
も
し
れ
な
い「
聞
く
」と
い
う
作
業
を
、

ず
い
ぶ
ん
こ
ち
ら
側
の
事
情
で
カ
ッ
ト
し
て

い
た
よ
う
に
思
う
。
時
間
を
か
け
て
、
丁
寧

に
聞
く
。
日
常
的
に
抜
か
っ
て
い
た
よ
う
に

思
え
、
生
徒
に
対
し
て
申
し
訳
な
く
感
じ
た
。

そ
し
て
私
自
身
が
強
く
感
じ
た
こ
と
は
「
聞

き
方
」
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
す
ぐ
に

そ
の
生
徒
が
持
っ
て
い
る
答
え
を
促
す
よ
う

な
質
問
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
も
の

を
う
ま
く
引
き
出
し
て
聞
く
。
そ
こ
に
大
切

な
も
の
が
隠
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
授

業
で
は
す
ぐ
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
な
質
問
を

す
る
が
、
生
徒
が
困
っ
て
相
談
に
来
た
場
合

は
、
そ
の
持
っ
て
い
る
答
え
に
行
き
着
く
ま

思
春
期
の
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
を
受
講
し
て　
　
　
　

高
知
中
学
校
教
諭　

大
谷　

尚
子

＊＊
＊
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＊
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日韓ショートステイ

青
少
年
・
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
・
市
民
奉
仕
・
児
童
奉
仕
委
員
長

北
川　

渉

　

今
春
、
韓
国
３
５
４―

Ｄ
地
区
の
次
期
総

裁
、
趙
南
吉
氏
よ
り
「
３
３
６―

Ａ
地
区
と

青
少
年
の
交
流
を
図
っ
て
は
」
と
の
お
話
を

頂
き
、
高
知
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
対
応
で
進
め
る

こ
と
に
決
定
。
韓
国
側
の
窓
口
は
、
姉
妹
地

区
青
年
交
流
委
員
長
の
金
貴
煥
氏
で
、
協
議

を
重
ね
た
上
で
8
月
4
日
〜
13
日
の
10
日
間

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
実
行
致
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
13
才
〜
22
才
迄
の
女
性
5
名
・

男
性
3
名
の
計
8
名
で
、
8
月
4
日
高
松
空

港
で
迎
え
ま
し
た
。
三
翠
園
で
の
歓
迎
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
お
互
い
自
己
紹
介
を
し
、
女

子
学
生
に
よ
る
代
表
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
に
お
い
て
、
小
遣
い
の
中
か
ら
皆
で

出
し
合
っ
た
と
の
話
で
、
新
潟
地
震
の
お
見

舞
い
を
受
け
取
る
と
い
っ
た
、
心
温
ま
る
一

こ
ま
も
あ
り
ま
し
た
。
中
に
は
不
安
げ
な
面

持
ち
の
子
供
も
い
ま
し
た
が
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
囲
ん
で
の
歓
迎
会
で
は
、
ハ
ン
グ
ル
語
に

英
語
、
日
本
語
と
飛
び
交
い
、
徐
々
に
緊
張

も
ほ
ぐ
れ
て
各
フ
ァ
ミ
リ
ー
へ
と
解
散
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

最
初
の
3
日
間
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
生
活
し
、
4
日
目
は
高
知
桜

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
御
厚
意
に
よ

り
、
細
木
環
境
保
全
委
員
長
宅
で
、
日
本
の

伝
統
文
化
で
あ
る
茶
道
と
華
道
を
学
び
、
結

構
な
お
手
前
で
有
意
義
な
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

さ
て
、
今
回
の
メ
イ
ン
行
事
で
あ
る
「
よ

さ
こ
い
鳴
子
踊
り
」
で
す
。
2
日
間
の
練
習

の
末
、
10
日
の
本
番
は
衣
装
も
バ
ッ
チ
リ
決

ま
り
、
第
1
・
第
2
会
場
で
は
堂
々
た
る
踊

り
っ
ぷ
り
を
見
せ
ま
し
た
が
、
あ
ろ
う
事
か

移
動
中
の
事
故
に
よ
り
、
そ
の
踊
り
子
隊
は

中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
一
旦
は

残
念
な
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
幸
運
に
も
翌

日
、
三
谷
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
配
慮
に
よ
り
、

す
べ
て
の
踊
り
子
隊
が
集
結
し
て
競
い
合
う

会
場
の
ビ
ッ
プ
席
に
招
か
れ
、
熱
気
溢
れ
た

鳴
子
踊
り
を
存
分
に
堪
能
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
最
終
日
は
、
安
芸
の
「
内
原
野
陶
芸
館
」

に
お
い
て
、
タ
ン
ブ
ラ
ー
の
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス

ト
加
工
と
、
手
ひ
ね
り
で
、
各
人
が
個
性
あ

る
力
作
を
生
み
ま
し
た
。

　

帰
国
後
に
寄
せ
た
子
供
た
ち
の
感
想
文
の

中
に
「
楽
し
い
日
々
で
あ
っ
た
」
と
の
文
字

に
ホ
ッ
と
す
る
思
い
を
し
た
も
の
で
す
。

　

最
後
に
今
回
の
事
業
に
携
わ
っ
て
頂
い
た

関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
し
、
明
年
「
日

韓
友
好
親
善
締
結
20
周
年
」
を
迎
え
る
に
当

た
っ
て
、
今
回
の
青
年
交
流
を
通
じ
、
ま
た

新
た
な
友
好
の
和
が
拡
大
す
る
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

日  韓
ショート
ステイ
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高
知
か
ら
帰
り

鄭 

鉉 

祐

　

２
０
０
７
年
の
夏
は
私
の
生
涯
に
初
め
て

日
本
に
行
く
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

初
め
は
、
心
配
も
し
ま
し
た
が
、
時
間
が

迫
る
に
つ
れ
て
期
待
と
興
奮
を
か
く
し
き
れ

な
か
っ
た
。
シ
ー
テ
ィ
ー
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

で
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
派
遣
学
生
で
あ
る
兄
達
と

姉
達
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
委
員
長
に
会

い
皆
で
仁
川
空
港
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

親
と
離
れ
る
の
が
初
め
て
だ
が
兄
達
と
姉

達
が
一
緒
で
し
た
の
で
別
に
心
配
に
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
委
員
長
と
別
れ
て
兄
達
と

姉
達
と
30
分
間
の
自
由
時
間
で
し
た
の
で
私

は
方
々
を
歩
き
見
物
を
し
な
が
ら
12
番
ゲ
ー

ト
近
く
で
ト
ル
コ
伝
統
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
食
べ
ま
し
た
。
初
め
て
食
べ
る
ト
ル
コ
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
韓
国
の
と
異
な
っ
て
餅
の

よ
う
に
粘
り
気
が
あ
り
ま
し
た
。
30
分
後
に

私
は
兄
達
と
先
に
飛
行
機
に
乗
っ
て
い
ま
し

た
。
姉
達
は
後
か
ら
飛
行
機
に
乗
り
ま
し
た
。

　

高
知
に
到
着
し
て
日
本
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
会
員
の
方
達
と
私
の
日
本
の
親
が
来

て
く
れ
ま
し
た
。
日
本
の
親
は
私
の
祖
母
さ

ま
の
よ
う
に
、
笑
い
声
が
親
し
み
を
感
じ
私

が
10
日
間
の
日
本
の
生
活
が
楽
し
く
で
き
る

予
感
が
し
ま
し
た
。

　

初
め
は
そ
の
方
達
が
年
を
取
っ
た
様
で
し

た
の
で
お
ば
あ
さ
ま
、
お
じ
い
さ
ま
と
呼
び

ま
し
た
が
時
間
が
経
つ
に
連
れ
て
そ
の
方
達

が
余
り
に
も
親
切
に
世
話
を
し
て
下
さ
い
ま

し
た
の
で
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
全
然
不

便
な
く
生
活
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

私
は
高
知
城
を
見
学
し
て
日
本
の
建
築
芸

術
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
当
に
立

派
に
建
て
ら
れ
た
城
で
し
た
。
韓
国
の
景
福

遊
園
地
に
も
行
っ
た
り
、
動
物
園
に
行
っ
て

見
ま
し
た
。
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
し

か
し
私
の
考
え
で
は
韓
国
の
エ
バ
レ
ン
ド
の

方
が
よ
り
よ
い
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
多
く

の
日
を
送
り
日
本
を
離
れ
よ
う
と
し
ま
し
た

ら
名
残
惜
し
さ
と
日
本
の
お
母
さ
ま
に
感
謝

の
心
が
浮
び
だ
し
ま
す
。

　

言
葉
も
不
自
由
な
私
に
心
安
す
く
過
ご
せ

る
様
に
心
を
配
り
な
が
ら
、
食
べ
物
を
沢
山

作
っ
て
戴
き
ま
し
た
こ
と
に
こ
の
報
告
書
を

通
じ
て
御
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
様
な
機
会
を
下
さ
い
ま
し
た

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
も
感
謝
致
す
と
同
時

に
ま
た
の
機
会
が
有
れ
ば
も
う
一
度
参
加
し

た
く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
行
に
苦
労
な

さ
い
ま
し
た
委
員
長
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

宮
と
は
異
な
っ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
国
が
建
物
を
建
て
る
様
式
が
少
し
ず

つ
異
な
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

日
々
が
経
つ
に
連
れ
て
知
ら
ず
の
内
に
兄

弟
た
ち
と
も
親
し
く
な
り
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
た
。
初
め
の
内
は
私
が
一
番
年
が
若
い
の

で
ぎ
こ
ち
な
さ
に
話
し
も
掛
け
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
男
達
と
一
緒
で
あ
っ
た
こ
と
が

幸
い
で
あ
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

い
よ
い
よ
お
祭
り
が
迫
っ
て
鳴
子
を
持
っ

て
鳴
子
踊
り
の
踊
り
と
歌
を
習
い
ま
し
た
。

2
日
間
一
生
懸
命
に
習
い
磨
き
上
げ
た
実
力

を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

初
め
の
日
に
3
番
目
の
踊
り
場
に
行
く
途

中
で
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

致
し
方
な
く
チ
ー
ム
は
解
散
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

私
達
は
皆
ん
な
が
熱
心
に
準
備
し
た
の
に

実
力
発
揮
も
出
来
ず
に
終
わ
り
ま
し
た
こ
と

が
残
念
に
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
今
度
の
事

故
が
お
祭
り
の
開
始
以
来
初
め
て
の
こ
と
と

は
…

　

し
か
し
鳴
子
踊
り
を
習
う
時
の
思
い
出
は

私
に
と
っ
て
永
遠
に
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

つ
ぎ
の
日
に
は
私
達
は
陶
器
を
造
る
為
に

内
原
野
陶
芸
館
に
行
き
ま
し
た
。

　

ガ
ラ
ス
の
コ
ッ
プ
に
模
様
を
入
れ
る
ガ
ラ

ス
工
芸
を
習
っ
て
か
ら
、
昼
食
を
食
べ
た
後

に
陶
芸
器
を
製
造
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

韓
国
で
も
陶
器
を
造
っ
て
み
た
こ
と
が
な
い

が
造
り
方
は
大
差
が
な
い
よ
う
に
見
え
ま
し

た
。
大
人
達
の
言
う
こ
と
に
依
り
ま
す
と
韓

国
の
も
の
は
粗
悪
だ
が
仄
か
な
感
じ
で
あ
り
、

日
本
の
も
の
は
華
麗
で
繊
細
で
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
私
は
灰
皿
に
似
た
も
の
を
造
り

ま
し
た
が
型
が
よ
く
な
い
の
で
出
来
上
が
り

が
心
配
で
す
。
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が
無
く
応
募
さ
れ
る
各
ク
ラ
ブ
さ
ん
に
は
大
変
お

世
話
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
３
３
６―

Ａ

地
区
4
県
で
下
記
に
表
す
大
変
有
難
い
数
字
と
な

り
ま
し
た
。

●
賛
同
い
た
だ
い
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、　　

　

１
５
５
ク
ラ
ブ
中
、
１
２
１
ク
ラ
ブ

●
参
加
小
学
校
は
１
、０
２
８
校
の
内  

５
８
９
校
参
加

●
参
加
小
学
生
は
４
６
、８
９
０
人

●
今
回
の
使
用
さ
れ
た
は
が
き
の
枚
数
は

　

９
３
、７
８
０
枚

　

9
月
の
13
日
〜
18
日
ま
で
の
期
間
に
日
本
郵
便

㈱
四
国
支
社
で
当
初
よ
り
計
画
し
て
い
ま
し
た
は

が
き
の
審
査
に
賛
同
い
た
だ
い
た
学
校
よ
り
応
募

し
て
も
ら
っ
た
優
秀
な
は
が
き
の
選
考
を
行
い
以

下
の
賞
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
最
優
秀
賞 

1
点 

高
知
県
1

個
人 

優
秀
賞 
5
点 

香
川
県
2 

愛
媛
県
3

個
人 

佳
作 
20
点 

徳
島
県
4 

香
川
県
4 
 

 
愛
媛
県
10 

高
知
県
2

学
校 

最
優
秀
賞 

1
点 
徳
島
県
1

学
校 

優
秀
賞 

3
点 
香
川 
愛
媛 

高
知
県
各
1

各
賞
は
副
賞
と
表
彰
状
で
、
表
彰
状
は
『
感
動
を

あ
り
が
と
う
』
の
タ
イ
ト
ル
で
日
本
郵
便
㈱
四
国

支
社
長
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
６―

Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
の
連
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
時
間
の
無
い
な
か
で
、
皆
さ
ん
に
多
大

に
ご
協
力
を
頂
き
、
又
こ
の
様
な
事
業
が
各
地
域

で
で
き
ま
し
た
事
を
私
自
身
大
変
う
れ
し
く
思
い

心
よ
り
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
日
本
郵
便
㈱
・
私
達
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
に
執
り
ま
し
て
も
、
こ
の
企
画
は
初
め
て
の

試
み
で
あ
り
な
が
ら
も
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
多
く
の
学
校
の
ご
協

力
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
皆
様
の
ご
尽
力
あ
っ
て
の
賜
物
で
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ありがとうハガキ

あ
り
が
と
う
ハ
ガ
キ

初月小学校にて

『
あ
り
が
と
う
は
が
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
企
画
』

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
の
報
告
と
お
礼

 

青
少
年
・
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
・
市
民
奉
仕
・
児
童
奉
仕
委
員
長   

北
川　

渉

　

今
年
の
4
月
頃
の
こ
と
で
す
が
、
日
本
郵
便
㈱

四
国
支
店
（
前
郵
政
公
社
四
国
支
社
）
と
の
ご
縁

が
あ
り
、
３
３
６―

Ａ
地
区
（
前
）
八
幡
浜
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
に
表
題
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
が
、
時
期

の
問
題
で
次
期
の
高
知
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
お
引
き

受
け
を
い
た
し
ま
し
た
。

【
主
旨
と
実
施
内
容
】

　

Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
現
代
の
子
供
た
ち
は
『
は
が
き

や
手
紙
』
を
使
っ
て
の
通
信
手
段
を
ほ
と
ん
ど
使

わ
な
く
な
り
、こ
の
ま
ま
で
は
『
日
本
の
ふ
み
文
化
』

が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
は
…
と
の
懸
念
と
、
さ
ら

に
は
教
育
現
場
に
お
け
る
『
優
し
さ
・
思
い
や
り

を
持
っ
た
教
育
』
に
対
し
、
学
校
の
先
生
と
生
徒

と
の
間
も
『
あ
り
が
と
う
』
と
書
か
れ
た
は
が
き

の
交
換
で
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
に
資
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
の
期
待
で
発
案
さ
れ
、
又
、
私
た

ち
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
奉
仕
活
動
の
柱
に
な
っ

て
い
る
青
少
年
の
健
全
育
成
支
援
に
願
っ
て
も
な

い
事
業
で
あ
り
、
各
ク
ラ
ブ
で
主
旨
に
賛
同
で
き

る
ク
ラ
ブ
が
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。

　

は
が
き
の
交
換
は
、
生
徒
1
名
に
2
枚
の
は
が

き
を
使
用
し
て
、
ま
ず
、
夏
休
み
に
生
徒
よ
り
先

生
に
感
謝
の
は
が
き
を
出
し
て
、
頂
い
た
先
生
が

生
徒
に
感
謝
の
は
が
き
を
出
し
返
す
方
法
で
す
。

　

対
象
の
学
年
は
小
学
校
の
規
模
に
よ
り
3
年
か

ら
4
年
生
７
５
、０
０
０
人
（
学
校
に
よ
り
学
年
は

問
わ
ず
）
を
対
象
と
し
て
、
ま
た
生
徒
数
の
少
な

い
学
校
で
は
全
学
年
を
対
象
と
し
て
実
施
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
入
る
ま
で
の
7
月
中
頃
に
は
参
加
の

小
学
校
に
、
は
が
き
が
届
い
て
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

実
施
説
明
や
応
募
ま
で
の
日
程
に
ま
っ
た
く
余
裕

  

今
夏
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
と
日
本
郵
政
公
社
四
国
支
社
が
共
催
で
実
施
し
た
「
あ
り
が

と
う
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
企
画
は
、
お
陰
さ
ま
で
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
学
校
数
は
５
８
９
校
を
数

え
、
約
４
万
７
千
人
も
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
先
生
と
「
あ
り
が
と
う
」
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
企
画
は
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
の
ご
協
力
を
得
て
、初
め
て
実
施
し
た
施
策
で
す
が
、「
子

ど
も
た
ち
の
『
創
造
力
の
育
成
』」、「『
あ
り
が
と
う
』
で
結
ぶ
先
生
と
生
徒
の
絆
」、「
ふ
み
文

化
の
拡
大
」
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
同
時
に
、先
生
と
生
徒
の
心
の
絆
が
深
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
十
月
一
日
、
郵
便
事
業
株
式
会
社
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
地
域

社
会
の
発
展
の
た
め
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

郵
便
事
業
株
式
会
社　

四
国
支
社
長　

 

奥　

公 

彦
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DISTRICT 336-A

SHIKOKU

　

8
月
25
日
、
三
谷
智
省
地
区
ガ
バ
ナ
ー
よ

り
国
際
協
会
か
ら
の
認
定
状
を
頂
き
ま
し
た
。

　

四
国
で
１
６
４
番
目
の
ク
ラ
ブ
と
し
て「
う

た
づ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
が
新
し
く
誕
生

し
ま
し
た
。
会
員
一
同
光
栄
に
思
い
大
変
喜

ん
で
お
り
ま
す
。

　

宇
多
津
町
は
人
口
一
万
八
千
人
、
面
積
8

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
小
さ
い
面
積
に
大
勢

の
人
が
住
ん
で
お
り
、
そ
の
昔
、
室
町
幕
府

よ
り
細
川
頼
之
を
迎
え
讃
岐
の
都
と
さ
れ
、

ま
た
６
月
に
は
宇
夫
階
神
社
千
二
百
年
祭
が

執
り
行
わ
れ
古
い
歴
史
の
あ
る
町
で
あ
り
ま

す
。

　

一
方
で
は
瀬
戸
大
橋
開
通
と
期
を
同
じ
く

し
て
塩
田
跡
地
の
開
発
に
よ
り
新
し
い
町
が

発
展
し
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
も
の
古
い
も

の
が
混
在
す
る
中
、
今
ま
た
新
し
く
「
う
た

づ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
が
誕
生
し
た
の
で

あ
り
ま
す
。

　

認
証
伝
達
式
の
感
激
と
こ
れ
ま
で
指
導
し

て
く
だ
さ
っ
た
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
の
丸
亀

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
、
ま
た
関
係
諸

兄
へ
の
感
謝
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
精
神
を
よ
く
理
解
し
〝
Ｗ
ｅ 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
〞

の
も
と
社
会
奉
仕
に
精
進
致
し
ま
す
。
ど
う

か
こ
れ
か
ら
も
、
う
た
づ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
に
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

５
Ｒ―

１
Ｚ　

う
た
づ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

近
藤　

幹
郎

　　　　　　　　　

う
た
づ
Ｌ
Ｃ
認
証
状
伝
達
式
● 

２
０
０
７
年
８
月
25
日 

㈯

● 

ホ
テ
ル　

セ
ン
ト
・
カ
テ
リ
ー
ナ
宇
多
津
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今
治
Ｌ
Ｃ
会
員
・
瀬
野
和
博
さ
ん
は
、
2

月
に
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
１
、０
０
０
ド
ル
献
金
を
行

い
、
な
ん
と
25
万
人
目
の
Ｍ
Ｊ
Ｆ
と
な
り
ま

し
た
。
3
年
前
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
会
員
と
な
っ

た
彼
は
こ
れ
ま
で
も
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
献
金
会
員
で

は
あ
り
ま
し
た
。
我
が
地
区
は
昨
年
の
Ｌ
Ｃ

Ｉ
Ｆ
献
金
上
位
20
地
区
の
中
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

瀬
野
さ
ん
は
「
日
本
の
ラ
イ
オ
ン
た
ち
は

Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
の
為
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
っ
て

お
り
、
私
も
そ
れ
に
参
加
出
来
て
幸
せ
で
す
。

私
が
25
万
人
目
の
Ｍ
Ｊ
Ｆ
に
な
れ
た
な
ん
て

大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
。
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
は
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
だ
と
了
解
し
て
い
ま
す
の
で
、
私

の
所
属
す
る
ク
ラ
ブ
が
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
の
モ
デ
ル

ク
ラ
ブ
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

彼
の
所
属
す
る
ク
ラ
ブ
は
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
の
期

間
中
に
会
員
一
人
当
た
り
５
０
０
ド
ル
の
献

金
を
約
束
し
た
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
で
あ
り
、
延

べ
92
人
が
Ｍ
Ｊ
Ｆ
と
な
っ
て
い
ま
す
（
会
員

数
は
63
人
／
２
０
０
７
年
1
月
末
）。
第
1
回

の
視
力
フ
ァ
ー
ス
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
集

ま
っ
た
資
金
の
大
半
は
Ｍ
Ｊ
Ｆ
に
よ
る
も
の

で
し
た
。

に
、
そ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
交
付
金
を

拠
出
し
ま
す
。
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
各
Ｌ
Ｃ
が
地
域

社
会
並
び
に
世
界
中
に
影
響
を
与
え
る
活
動

を
支
援
し
ま
す
。
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
を
通
じ
て
、
Ｌ

Ｃ
は
世
界
中
の
人
々
の
苦
痛
や
被
害
を
和
ら

げ
、
癒
し
と
希
望
を
与
え
て
い
ま
す
。

（
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会 

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ 

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
引
用
）

　

Ｍ
Ｊ
Ｆ
は
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で

あ
り
、
財
団
の
収
入
の
70
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
人
道
的
行
為
を
顕
彰
す
る
Ｍ
Ｊ
Ｆ
は
、

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
１
、０
０
０
ド
ル
献
金
を
行
っ
た

会
員
、
あ
る
い
は
献
金
者
が
指
定
し
た
個
人

に
対
し
て
授
与
さ
れ
ま
す
。
こ
の
賞
は
Ｌ
Ｃ

Ｉ
Ｆ
最
高
の
栄
誉
で
す
。
Ｍ
Ｊ
Ｆ
に
は
魅
力

的
な
ラ
ペ
ル
・
ピ
ン
、
バ
ッ
ジ
、
そ
れ
に
お

祝
い
の
書
状
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
の
創
設
者

で
あ
る
メ
ル
ビ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
ち
な
ん

で
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
称
号
は
１
９
７
３
年

に
創
設
さ
れ
、
１
９
８
６
年
に
は
累
進
Ｍ
Ｊ

Ｆ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
累
進
Ｍ
Ｊ
Ｆ
に

は
１
０
０
の
レ
ベ
ル
が
あ
り
、
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に

対
し
て
追
加
の
１
、０
０
０
ド
ル
献
金
を
す

る
ご
と
に
上
が
り
ま
す
。
現
在
世
界
に
は

４
３
、４
０
０
人
の
累
進
Ｍ
Ｊ
Ｆ
が
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｊ
Ｆ
は
国
際
大
会
で
開
催
さ
れ
る
昼
食

会
で
顕
彰
さ
れ
、
国
際
本
部
の
Ｍ
Ｊ
Ｆ
室
に

あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
寄
付
者
名
簿
に
氏

名
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
世
界
中
で
奉
仕
活
動
を
行
う

ラ
イ
オ
ン
ズ
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
個
々
の

Ｌ
Ｃ
や
地
区
が
、
独
力
で
資
金
を
募
る
に
は

大
き
す
ぎ
る
人
道
的
奉
仕
事
業
を
行
な
う
時

地
区
か
ら
25
万
人
目
の
メ
ル
ビ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・

　

フ
ェ
ロ
ー
（
Ｍ
Ｊ
Ｆ
）
献
金
者
誕
生

瀬野和博さんご夫妻
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メルビンジョーンズフェロー・THE Lion掲載のお知らせ

THE Lion
10月号に掲載されています！！

「やっとさー」がこだまする
阿呆の波は池田から
（阿波池田ライオンズクラブ）

ふるさと探訪　四万十市
（四万十ライオンズクラブ）



動
等
の
Ｐ
Ｒ
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ

て
い
た
か
等
の
課
題
も
感
じ
た
。
し
か
し
、

あ
り
が
た
い
こ
と
に
初
対
面
の
私
た
ち
に
対

し
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
と
し
て
の

立
場
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
学
校
長
を
は

じ
め
多
く
の
関
係
者
に
話
を
聞
い
て
い
た
だ

け
た
だ
け
で
も
良
か
っ
た
と
感
謝
し
て
い
る
。

最
終
的
に
は
教
職
関
係
者
に
理
解
し
て
い
た

だ
き
目
標
参
加
者
数
ま
で
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
委
員
会
と

し
て
の
力
不
足
を
痛
感
し
て
い
る
。

　

学
校
現
場
の
現
状
把
握
、
日
程
の
決
め
方

ま
た
ア
プ
ロ
ー
チ
等
の
手
法
等
に
つ
い
て
今

後
開
催
時
の
課
題
と
し
た
い
。

３
３
６―

Ａ
地
区

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
運
営
委
員
会

委 

員　

坪 

井 

詔 

一

３
３
６―
Ａ
地
区  

９
Ｒ―

３
Ｚ

鴨
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
特
別
委
員
会

委
員
長　

多 
田   

徹

□
徳
島
で
初
め
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た

公
募
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
8
月
24
日
㈮
・

25
日
㈯
の
両
日
に
渉
り
徳
島
県
中
央
部
の
吉

野
川
市
、
吉
野
川
市
立
鴨
島
第
一
中
学
校
の

会
議
室
を
会
場
に
青
少
年
育
成
支
援
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
外
川
澄
子
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
認

定
講
師
を
中
心
に
教
職
関
係
者
9
名
、
県
内

ラ
イ
オ
ン
3
名（
阿
波
・
藍
住
・
北
島
各
1
名
）、

県
外
ラ
イ
オ
ン
5
名
（
伊
予
土
居
3
・
今
治

サ
ー
チ
ン
グ
2
）
そ
し
て
共
催
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
徳
島
藍
ラ
イ
オ
ン
7
名
の
計
24
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

両
日
と
も
に
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
は
あ
っ

た
が
、
参
加
者
全
員
が
暑
さ
を
忘
れ
、
熱
心

に
学
習
活
動
に
集
中
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と

は
講
師
の
指
導
が
良
か
っ
た
う
え
に
、
参
加

者
一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
か
ら

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

初
日
に
、
初
め
て
顔
を
合
わ
す
参
加
者
、

し
か
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
な
ど
に

よ
り
す
ぐ
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
が
生
ま
れ
、

□
今
年
2
月
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
を
決

定
し
、
徳
島
藍
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
前
会

長
山
本
久
美
子
、
会
長 

山
地
信
子
）
と
所
属

す
る
鴨
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
前
会
長 

市

村
通
夫
、
会
長 

富
本
忠
男
）
は
、
開
催
準
備

を
進
め
て
き
た
が
、
8
月
に
入
っ
た
段
階
で

当
初
予
定
し
て
い
た
参
加
者
人
数
に
及
ば
ず

開
催
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
最
終
的
に
両

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
役
員
の
努
力
に
よ
り

何
と
か
開
催
で
き
る
め
ど
が
た
っ
た
。

　

こ
の
間
、
学
校
訪
問
を
繰
り
返
し
つ
つ
、

数
々
の
課
題
も
見
え
て
き
た
。
当
初
か
ら
あ

る
程
度
予
測
は
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

や
は
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
「
思
春
期
の

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
認
知

度
が
低
く
、
ま
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活

そ
の
後
は
参
観
者
の
存
在
な
ど
ま
っ
た
く
意

に
介
せ
ず
、
講
師
の
指
導
よ
ろ
し
く
非
常
に

積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
意
欲
的
な
意
見
の
交

換
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
会
場
が
熱
気
に
包
ま

れ
た
。

　

2
日
目
と
も
な
る
と
、
昼
食
後
休
む
こ
と

な
く
模
造
紙
に
向
か
っ
て
課
題
に
取
り
組
む

参
加
者
の
姿
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
さ
を
裏
付
け
て
い
た
よ
う

に
感
じ
ら
れ
た
。

　

終
盤
は
、
各
班
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
課
題
研

究
と
模
擬
授
業
の
実
践
な
ど
が
行
わ
れ
、
無

事
終
了
し
た
。

   
公
私
と
も
ご
多
用
の
中
、本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
開
催
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
参
加
者

に
対
し
激
励
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た

９
Ｒ
Ｃ
中
川
勝
雄
（
徳
島
西
）、
３
３
６―

Ａ

地
区
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
運
営
委
員
長
北

川
渉
（
高
知
東
）
両
ラ
イ
オ
ン
に
深
く
感
謝

と
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
「
思
春
期
の
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
０
７
年
8
月　

徳
島
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
さ
れ
る

25
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開
会
の
時
間
と
な
り
、
当
会
会
長
田
中
智

及
び
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
マ
ル
ニ
専
務
取
締
役

竹
村
明
様
よ
り
開
会
の
挨
拶
が
お
こ
な
わ
れ
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
マ
ル
ニ
の
楠
瀬
淳
司
さ
ん

よ
り
、
道
具
を
使
う
こ
と
の
少
な
い
子
供
達

へ
「
ノ
コ
ギ
リ
の
使
い
方
は
ま
っ
す
ぐ
手
前

に
引
く
と
き
に
力
を
入
れ
る
ん
で
す
よ
、
金

槌
は
最
初
は
ひ
と
さ
し
指
を
ま
っ
す
ぐ
あ
て

が
う
よ
う
に
や
る
と
う
ま
く
い
き
ま
す
よ
」

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。  

　

事
前
に
各
コ
ー
ス
、
低
学
年
（
１
・
２
年
）

は
木
切
れ
を
組
合
せ
動
物
や
置
物
な
ど
を
作

る
。
中
学
年
（
３
・
４
年
）
は
船
や
自
動
車
な

ど
動
く
お
も
ち
ゃ
を
作
る
。
高
学
年
（
５
・
６

年
）
は
自
由
作
品
を
作
る
と
い
う
テ
ー
マ
を

知
ら
せ
て
い
ま
し
た
の
で
、
家
で
設
計
図
を

書
い
て
き
て
い
る
子
供
達
も
い
ま
し
た
。

　

マ
ル
ニ
さ
ん
が
用
意
し
て
く
れ
た
、
木
の

材
料
に
は
、
球
型
の
も
の
が
あ
っ
た
り
、
木

の
枝
や
流
木
、
か
ん
な
く
ず
な
ど
が
あ
り
、

そ
ば
で
見
て
い
て
も
想
像
力
を
か
き
立
て
ら

れ
ま
し
た
。
南
に
設
営
さ
れ
て
い
る
電
動
工

具
の
前
に
は
、
自
分
の
思
い
ど
お
り
の
曲
線

や
形
に
す
る
た
め
に
子
供
達
の
列
が
で
き
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
マ
ル
ニ
の
ス
タ
ッ
フ
が
汗

だ
く
で
木
を
加
工
し
た
り
、
父
兄
が
出
席
で

き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
は
当
会
メ
ン
バ
ー
が

手
助
け
を
し
た
り
し
て
、
だ
ん
だ
ん
、
カ
ブ

ト
ム
シ
や
熊
、
机
な
ど
の
作
品
が
出
来
て
き

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
高
知
新
聞
社
香
長
総
局
か

ら
池
本
記
者
が
取
材
に
来
て
く
れ
、
8
月
20

日
（
月
曜
）
の
朝
刊
に
写
真
入
り
で
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

　

12
時
か
ら
審
査
を
お
こ
な
い
、
た
く
さ
ん

の
作
品
の
な
か
か
ら
特
に
素
晴
ら
し
い
作
品

に
優
秀
、
優
良
、
ア
イ
デ
ア
賞
が
選
ば
れ
当

会
田
中
会
長
か
ら
賞
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

７
Ｒ
ー
３
Ｚ 

南
国
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

Ｐ
Ｒ
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
委
員
長
／
河
村
寛

　

南
国
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
夏
休
み

の
恒
例
行
事
で
あ
る
、「
楽
し
い
親
子
木
工
教

室
」
を
南
国
市
大
埇
「
か
ら
く
り
創
造
工
房
」

前
で
8
月
19
日
㈰
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今

年
も
、
当
会
が
主
催
、
南
国
市
教
育
委
員
会

後
援
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
マ
ル
ニ
様
協
賛
で

お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
青
少
年
の

健
全
育
成
や
子
供
の
持
つ
創
造
力
の
育
成
と

親
子
で
の
協
同
製
作
を
通
じ
、
家
族
の
ふ
れ

合
い
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
10
年
、
第
10

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
、
午
前
7
時
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
マ
ル
ニ
竹
村
明
専
務
、
楠
瀬
淳
司
本
部

イ
ベ
ン
ト
担
当
様
ら
10
名
、
当
会
よ
り
田
中

智
会
長
、
新
谷
幹
事
、
西
尾
青
少
年
委
員
長

ら
19
名
が
集
ま
り
会
場
の
準
備
を
始
め
ま
し

た
。

　

午
前
8
時
を
過
ぎ
る
と
、
夏
休
み
の
こ
の

木
工
教
室
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
子
供
達
が

集
ま
り
始
め
ま
し
た
。

　

事
前
に
南
国
市
内
の
13
の
小
学
校
か
ら
教

育
委
員
会
を
通
じ
て
参
加
者
を
募
り
、
小
学

生
が
54
名
、
ご
家
族
を
含
む
と
１
０
０
名
以

上
１
２
０
名
ほ
ど
の
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
付
で
は
徳
久
衛
さ
ん
、
戸
梶
純
子
さ
ん
や

中
澤
康
夫
さ
ん
が
笑
顔
で
子
供
達
を
迎
え
、
参

加
賞
の
か
わ
い
い
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ニ
メ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
「
ア
ル
ミ

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ト
ル
」
や
「
釘
・
木
工
ボ
ン
ド
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
毎
年
見

る
ご
家
族
の
方
が
沢
山
い
て
、
本
当
に
皆
さ
ん

が
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
な
と
実

感
で
き
、
私
た
ち
も
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
8
時

30
分
の
開
会
式
を
待
ち
ま
し
た
。  

受付風景

8/20　高知新聞

マルニ様協力スタッフ 会長挨拶

「楽しい親子木工教室」開催第10回

教室風景 マルニ専務挨拶

新聞社取材風景
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し
て
、
作
文
に
書
き
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ

う
約
束
を
し
て
く
れ
た
。
今
回
放
流
し
た
幼

虫
は
、
昨
年
に
比
べ
、
約
六
割
程
度
と
数
は
少

な
目
と
な
っ
た
が
、
ク
ラ
ブ
と
し
て
初
め
て

試
み
た
水
田
へ
の
放
流
が
成
功
し
、
昨
年
に

続
き
、
新
し
い
場
所
で
の
ホ
タ
ル
の
乱
舞
が
、

よ
り
広
い
地
域
で
見
ら
れ
る
の
で
は
と
、
来

年
へ
の
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

何
故
、
水
田
を
放
流
増
殖
用
地
と
し
て
選

ん
だ
の
か
に
つ
い
て
は
、
好
立
地
に
加
え
、
周

囲
の
環
境
条
件
が
極
め
て
良
好
で
、
年
間
を

通
し
て
低
温
で
質
の
高
い
水
量
多
く
、
台
風

時
等
の
水
害
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
い
と
こ

ろ
に
注
目
し
た
か
ら
で
す
。
地
主
の
方
は
じ

め
、
水
利
関
係
者
の
皆
様
の
ご
好
意
に
対
し
、

紙
面
を
通
じ
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
、
神
山
温
泉
を
会
場
に
、
現

地
で
の
ホ
タ
ル
観
賞
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
入

れ
て
、
六
月
八
日
に
、
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
会
員

は
じ
め
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
関
係
者
を
招
き
、
初
の

ホ
タ
ル
例
会
を
開
催
し
た
。

　

六
月
十
日
に
は
、
ク
ラ
ブ
会
員
の
同
窓
会

が
開
か
れ
た
機
会
に
、
ホ
タ
ル
い
っ
ぱ
い
運

動
の
取
り
組
み
説
明
と
、
現
地
へ
の
ホ
タ
ル

観
賞
会
を
開
い
た
。
大
勢
の
方
々
に
、
昔
な
つ

か
し
い
無
数
の
ホ
タ
ル
の
、
幻
想
的
光
景
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
交
流
を
図
り
な
が
ら
、

神
山
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
出
来

た
。

　

来
年
以
降
は
、
町
内
関
係
団
体
と
の
、
共
催

協
力
体
制
を
整
え
つ
つ
、
年
中
行
事
と
し
て

定
着
で
き
る
、
ホ
タ
ル
ま
つ
り
を
立
ち
上
げ
、

町
内
外
交
流
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
育
っ
て
行

け
る
よ
う
、
取
り
組
む
予
定
。
初
心
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
今
後
の
取
り
組
み
の
大
黒
柱
と
し

て
、
ホ
タ
ル
そ
の
も
の
を
増
や
す
運
動
と
共

に
、
沢
山
の
ホ
タ
ル
が
住
め
る
、
良
好
な
自
然

環
境
づ
く
り
に
、
重
点
を
お
い
て
進
め
て
参

り
ま
す
。

〜
里
の
自
然
よ 

よ
み
が
え
れ
〜

器
も
増
や
し
、
交
尾
か
ら
た
ま
ご
、
幼
虫
の
ふ

化
へ
と
進
め
、
第
二
回
目
の
放
流
を
実
施
し

た
。

　

炎
天
下
の
七
月
十
八
日
㈬
午
前
九
時
三
十

分
、
神
領
大
久
保
の
乳
イ
チ
ョ
ウ
駐
車
場
に
、

地
元
住
民
は
じ
め
、
ク
ラ
ブ
会
長
や
町
担
当

職
の
方
々
見
守
る
中
、
参
加
い
た
だ
い
た
、
神

領
小
学
校
五
年
生
児
童
二
十
八
名
が
勢
揃
い

し
、
約
三
十
分
間
、
ホ
タ
ル
の
一
生
と
わ
が
ク

ラ
ブ
の
取
り
組
み
内
容
を
説
明
し
た
後
、
十

時
か
ら
、
大
久
保
谷
川
の
堰
堤
下
流
に
、
バ
ケ

ツ
に
入
っ
た
幼
虫
と
芝
に
、
エ
サ
の
カ
ワ
ニ

ナ
に
合
わ
せ
て
、
ク
レ
ソ
ン
を
ま
と
め
て
放

流
し
た
。

　

台
風
直
後
で
水
量
多
く
、
後
日
の
成
育
に

不
安
を
残
し
た
が
、
無
事
育
っ
て
く
れ
る
こ

と
へ
の
願
い
と
祈
り
を
込
め
な
が
ら
の
放
流

で
あ
っ
た
。
続
い
て
、
場
所
を
移
動
し
、
神
領

東
野
間
に
今
年
か
ら
借
上
げ
た
増
殖
用
の
水

田
に
移
り
、
あ
ぜ
道
か
ら
満
水
し
た
田
に
向

け
、
一
斉
放
流
を
行
っ
た
。
参
加
し
た
児
童
た

ち
は
、
初
め
て
の
体
験
で
あ
り
、「
元
気
に
育

ち
来
年
は
た
く
さ
ん
き
れ
い
に
光
っ
て
ほ
し

い
」
な
ど
、
口
々
に
話
し
な
が
ら
、
に
ぎ
や
か

に
楽
し
く
放
流
が
で
き
た
。

　

こ
の
体
験
を
夏
休
み
中
の
宿
題
の
一
つ
と

　

愛
媛
県
伊
予
市
中
山
ホ
タ
ル
保
存
会
の
ご

指
導
ご
支
援
を
得
て
、
昨
年
初
挑
戦
し
た
、
わ

が
神
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ホ
タ
ル
い
っ

ぱ
い
運
動
は
、
第
二
年
度
を
迎
え
た
。
昨
年
七

月
二
十
九
日
、
最
初
の
幼
虫
放
流
河
川
で
あ

る
青
井
夫
谷
川
で
は
、
そ
の
後
、
台
風
等
大
雨

の
到
来
な
く
、
天
候
に
恵
ま
れ
て
順
調
に
育

ち
、
昨
年
よ
り
十
日
以
上
早
く
五
月
中
旬
に

入
っ
て
飛
び
始
め
た
。
六
月
に
入
る
と
そ
の

数
も
増
え
、
取
り
組
み
の
成
果
が
顕
著
に
出

た
。

　

本
年
は
、
昨
年
来
の
良
好
な
気
象
条
件
に

加
え
て
、
各
河
川
で
の
カ
ワ
ニ
ナ
の
大
量
発

生
が
相
ま
っ
て
、
自
然
発
生
し
た
ホ
タ
ル
も

数
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
上
角
谷
川
・
左
右
内

谷
川
・
鬼
籠
野
谷
川
を
中
心
に
、
町
内
各
地
で

予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
数
の
ホ
タ
ル
が
飛

び
交
い
、
見
物
に
訪
れ
た
長
内
外
か
ら
の
客

も
昨
年
以
上
に
見
受
け
ら
れ
た
。
第
二
年
度

に
入
っ
た
今
年
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
五

月
下
旬
か
ら
六
月
中
旬
に
か
け
て
オ
ス
と
メ

ス
の
成
虫
の
捕
獲
作
戦
を
展
開
し
た
。

　

青
井
夫
谷
川
を
除
く
、
飛
ん
で
い
る
す
べ

て
の
河
川
で
、
午
後
八
時
頃
か
ら
、
遅
い
日
は

十
一
時
頃
ま
で
実
行
委
員
共
々
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
。
昨
年
の
経
験
を
生
か
し
、
飼
育
容
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借上田へ幼虫・カワニナ・
クレソンを放流する
神領小学校児童
（H.19.7.18）

９
Ｒ
ー
３
Ｚ　

神
山
Ｌ
Ｃ

実
行
委
員
長　

小
川　

一
清



24時間テレビ・三豊LC結成35周年記念式典・阿波勝浦LC結成30周年記念式典

６
Ｒ
ー
１
Ｚ
高
知
柏
Ｌ
Ｃ　

会
長　

高
木　

義
夫

　

２
０
０
７
年
8
月
18
日
㈯
、
19
日
㈰
猛
暑
の
中
、
24
時
間

テ
レ
ビ
『
愛
は
地
球
を
救
う
』
が
第
30
回
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
高
知
柏
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
は
第
6
回
か
ら
活
動
を
共
に
し
、
今
年
で
24
年
目
の

継
続
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
い
ま
す
。

　

黄
色
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
の 

〝
胸
の
デ
ザ
イ
ン
〞
と
メ
イ
ン
テ
ー

マ
が
毎
年
変
わ
り
、
い
つ
も
新
し
い
夢
と
感
動
、
ド
ラ
マ
を

生
み
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
は
、
会
長
や
執
行
部
が
交
替

す
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、

継
続
理
由
の
大
き
な
要
素
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

１
９
８
３
年
の
テ
ー
マ
は ―

 

君
は
地
球
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
！ 

ア
フ
リ
カ
飢
餓
緊
急
援
助
！ 

世
界
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
記
念 ―

 

で
す
。
世
界
的
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
が
参
加

し
た
楽
曲
「
ウ
ィ
ー
・
ア
ー
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
」
が
大
ヒ
ッ

ト
し
た
の
は
そ
の
2
年
後
で
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
日
本
の
片
隅
で
こ
れ
程
グ

ロ
ー
バ
ル
な
募
金
活
動
に
、
単
独
参
加
で
き
た
喜
び
は
今
で

も
メ
ン
バ
ー
内
で
語
り
継
が
れ
ま
す
。

　

今
年
は
高
知
県
で
９
５
０
万
円
、
全
国
で
10
億
円
と
い
う

大
き
な
金
額
が
集
ま
り
、
掲
載
写
真
の
よ
う
に
、
高
知
市
の

中
心
商
店
街
「
高
知
大
丸
前
（
帯
屋
町
）
会
場
」
で
は
、
冷

房
無
し
の
街
頭
ブ
ー
ス
で
三
谷
地
区
ガ
バ
ナ
ー
（
高
知
柏
Ｌ

Ｃ
所
属
）
が
深
夜
ま
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
高
知
県
の
メ
イ

ン
本
部
「
イ
オ
ン
高
知
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
会
場
」
で

は
午
前
10
時
よ
り
午
後
8
時
ま
で
、
交
代
で
募
金
を
受
付
け

ま
す
。

　

感
謝
の
お
辞
儀
を
来
場
者
全
員
に
示
す
為
、
翌
日
は
腰
痛

に
悩
ま
さ
れ
ま
す
が
、
家
族
参
加
の
小
学
6
年
生
か
ら
82
歳

の
高
齢
メ
ン
バ
ー
ま
で
、
若
者
に
大
人
気
！
原
宿
系
ブ
ラ
ン

ド 

〝 

ベ
イ
シ
ン
グ
エ
イ
プ 

〞
デ
ザ
イ
ン
の
黄
色
い
Ｔ
シ
ャ

ツ
で
訪
れ
た
募
金
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
笑
顔
の
裏
で
過
酷

な
24
時
間
態
勢
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
の
で
、
深
夜
・
早
朝

は
若
い
年
齢
の
他
団
体
や
、
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
の
テ
レ
ビ
局

ス
タ
ッ
フ
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
Ｔ
Ｖ
番
組
、新
聞
記
事
で
は
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
の
ク
ラ
ブ
紹
介
や
、
募
金
贈
呈
を
大
き
く
取
り
上

げ
て
い
た
だ
き
、
高
知
県
で
は
素
晴
ら
し
い
Ｐ
Ｒ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
奉
仕
活
動
を

大
事
に
し
、
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
昂
揚
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

24時間テレビ
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Z

　

８
Ｒ―

１
Ｚ
阿
波
勝
浦
Ｌ
Ｃ

　

結
成
30
周
年
記
念
式
典

●
日
時
：
２
０
０
７
年
10
月
21
日

●
場
所
：
上
勝
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

５
Ｒ―

２
Ｚ 

三
豊
Ｌ
Ｃ

　

結
成
35
周
年
記
念
式
典

●
日
時
：
２
０
０
７
年
10
月
21
日

●
場
所
：
三
豊
市
・
朝
日
亭

　

徳
島
市
内
か
ら
、
山
間
部
へ
車
で
約
1
時
間
。

途
中
く
ね
く
ね
道
の
狭
い
箇
所
も
あ
り
、
こ
ん

な
所
に
Ｌ
Ｃ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
不
安
も

覚
え
た
が
、「
パ
ッ
」
と
視
野
が
広
が
り
清
流

沿
い
に
会
場
ら
し
き
建
物
が
見
え
て
き
た
。
木

を
活
か
し
た
温
も
り
を
感
じ
る
会
場
で
あ
る
。

徳
島
県
副
知
事
は
じ
め
来
賓
の
方
々
、
ブ
ラ

ザ
ー
ク
ラ
ブ
の
仲
間
が
見
守
る
中
、
厳
か
に
式

典
が
執
り
行
わ
れ
た
。
記
念
事
業
の
紹
介
が
あ

り
、
地
元
小
学
校
の
植
栽
整
備
や
病
院
前
の
庭

園
作
り
等
、
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
智
恵
と
汗

を
流
す
地
域
に
密
着
し
た
取
り
組
み
に
感
銘
を

受
け
た
。

　

記
念
祝
宴
は
、
隣
接
す
る
「
月
ヶ
谷
温
泉
」

で
開
催
さ
れ
た
。
地
元
産
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
い
、
竹
の
器
や
木
の
葉
を
使
っ
た
彩
り

の
演
出
が
見
事
で
更
に
食
欲
を
増
す
も
の
だ
っ

た
。
そ
れ
も
そ
の
筈
、
ご
当
地
は
今
や
マ
ス

コ
ミ
等
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
で
高
齢
者
が
元
気
旺
盛

な
町
な
の
だ
。
80
歳
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
受
注

業
務
を
こ
な
し
た
り
、
月
収
50
万
を
稼
ぐ
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
い
た
り
と
、「
高
齢
化
・
過
疎
化

な
ん
の
そ
の
」
と
、
元
気
を
貰
え
る
町
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
ゴ
ミ
処
理
費
ゼ
ロ
」
と
い
う
画
期

的
な
実
績
を
持
つ
町
で
も
あ
り
、
地
域
住
民
が

「
公
徳
心
」
に
溢
れ
、「
智
恵
や
工
夫
」
を
産
み

出
す
土
壌
が
育
っ
て
い
る
こ
と
は
、
阿
波
勝
浦

Ｌ
Ｃ
が
30
年
前
に
こ
の
地
に
産
声
を
上
げ
、
会

員
の
皆
さ
ん
が
、
地
道
に
ま
た
継
続
的
に
、
地

域
住
民
と
共
に
数
々
の
奉
仕
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
の
成
果
の
現
れ
で
は
な
い
か
と
思

え
る
の
で
あ
る
。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事　

高
橋
光
男

　

１
９
７
３
年
観
音
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り
結
成
さ
れ
、
現
在
64

名
の
会
員
で
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

記
念
式
典
に
は
、
観
音
寺
市
長
、
三
谷
地
区

ガ
バ
ナ
ー
、
姉
妹
ク
ラ
ブ
の
３
３
５
Ｊ
地
区

Ｓ
Ａ
Ｅ
晋
州
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
韓
国
）

他
多
数
の
来
賓
、
ラ
イ
オ
ン
が
出
席
。
総
出

席
者
２
１
６
名
の
心
か
ら
の
祝
福
を
得
て
盛

大
に
35
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

奉
仕
活
動
と
し
て
は
、
今
年
で
34
回
と
な

る
保
育
所
餅
つ
き
奉
仕
、
毎
年
１
０
０
万
円

を
超
え
る
予
算
の
青
少
年
健
全
育
成
事
業
、

国
際
交
流
と
し
て
韓
国
晋
州
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
と
の
16
回
に
わ
た
る
Ｙ
Ｅ
事
業
な
ど
輝

か
し
い
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

35
周
年
記
念
事
業
は
、
視
力
フ
ァ
ー
ス
ト

Ⅱ
に
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
と
し
て
4
万
ド
ル
、
三

豊
市
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
心
肺
蘇
生
装
置
）
4
台
、

三
豊
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
支
援
事
業
な
ど
総

額
６
６
０
万
円
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

曽
根
猛
会
長
は
、「
こ
の
35
周
年
を
契
機
に

初
心
に
帰
り
、
国
際
協
調
、
未
来
志
向
、
多

様
化
社
会
に
適
応
す
る
ク
ラ
ブ
運
営
、
一
層

地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
」
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
域
社
会
に
良
く
溶
け
込
み
な
く
て
は
な

ら
ぬ
奉
仕
団
体
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
姿

に
感
動
し
、
今
後
の
益
々
の
発
展
を
一
同
祈

念
し
て
杯
を
高
々
と
あ
げ
、
祝
福
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事　

北
村
聰
幸

Anniversary Ceremony

〓24年目の
継続！〓



前号の訂正
前号（2007・第59巻）P29のクラブ周年行事予定は、次のように
訂正させていただきます。

Riding RC

前号（2007・第59巻）の特別寄稿

P31、1段目29行の内閣は貴族院と

訂正させていただきます。

① ②
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SHIKOKU

バ
イ
ク
に
乗
っ
て
例
会
訪
問

　10月に入り涼しい秋風が吹くようになった10月4日、バ
イクに乗って南宇和ライオンズクラブを訪問しました。
　学生時代からバイクが好きでツーリングで全国各地を回り
ましたが、還暦を迎えた今でも天気の良い時にはバイクでぶ
らりと出かけています。

　先月、1972年製のＢＭＷ Ｒ75―５を手に入れました。知人が35年間大切にしてき
たビンテージバイクＲ75―５を手放すことを知り無理いって譲ってもらいました。乗
る人間も60歳を越えたのだからバイクも骨董品が良かろうと思ってのことでした。
　このバイク製造されて35年経ってはいますが、さすがドイツ・バイエルンの魂と云わ
れるだけあって、今でも現役バリバリで100ｋは軽く越えて走りそうです。
　実は以前から３Ｒ16クラブのうち昼間の例会訪門はバイクで回ろうと思っていたの
で、このバイクの試乗も兼ねて愛南町に行くことにしました。
　しかし南宇和LCは距離が一番遠くてそれに乗り馴れていないバイクでもあり少し不
安もありました。
　朝9時に大洲を出発して宇和町を過ぎるころには、体の方もバイクに馴染んで調子が
上がってきました。由良半島あたりになると海岸線の素晴らしい景色に鼻歌交じりと
なり、風と一体となってバイクを駆けると2時間余りで例会場のサンパールに無事到着
しました。
　例会に参加してみて南宇和LCの会員数は31名ながら、多くの奉仕作業とその内容
の充実はすばらしいものがあると感じました。

　例会終了後みなさんとバイク例会訪門の記念撮影を済ませてか
ら、ライオンズ奉仕デー「御荘湾清掃奉仕作業」に参加しました。南
宇和LCの呼びかけに集まった各団体約60名のみなさんと御荘湾の
中でゴミの集まる場所4ヶ所に別れての清掃作業を行いました。
　帰りは昔よく釣りに通った由良半島まで足を伸ばして思い出にひ
たったり、津島町の「やすらぎの里」で足湯に浸かったりして久し振
りのロングツーリングを満喫しました。

3
Ｒ―

Ｒ
Ｃ　

濱
田　

耕
造

Riding R
C

R Z クラブ名 周年行事予定日 周年行事名 行事開催場所

2 2 今治くるしま
2008年４月18日㈮ 15周年記念

記念例会 今治国際ホテル

2008年４月20日㈰ 15周年記念
記念講演会 グリーンピア玉川



30

光
と
闇

特別寄稿

太
陽
の
光
に
感
謝

　

私
は
還
暦
の
平
成
元
年
の
あ
る
日
突
然

緑
内
障
と
診
断
さ
れ
、
手
術
を
受
け
る
破

目
に
な
り
ま
し
た
。
医
師
に
“緑
内
障
は

眼
圧
の
異
常
で
視
神
経
が
壊
死
す
る
病
で
、

手
術
を
し
て
も
進
行
を
止
め
る
だ
け
で
治

る
わ
け
で
は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
失

明
の
恐
れ
も
あ
る
”
と
脅
さ
れ
、
失
意
の

ど
ん
底
に
突
き
落
と
さ
れ
た
様
な
気
が
し

た
も
の
で
し
た
。

　

手
術
が
終
わ
り
、
眼
帯
で
暗
黒
の
世
界

に
身
を
投
じ
た
時
、
不
安
・
失
望
・
恐
怖

等
に
苛
ま
れ
、
と
も
す
れ
ば
自
暴
自
棄
に

な
ろ
う
と
す
る
自
分
と
葛
藤
す
る
日
々
を

過
ご
し
た
折
、ヘ
レ
ン・ケ
ラ
ー
女
史
の
「
ラ

イ
オ
ン
よ
盲
目
者
の
騎
士
に
な
れ
」
と
言

っ
た
悲
痛
な
叫
び
が
脳
裏
を
よ
ぎ
り
ま
し

た
。
今
迄
朝
起
き
る
と
「
今
日
も
い
い
天

気
だ
」
と
見
え
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た

の
が
、
見
え
な
い
と
こ
ん
な
に
不
自
由
な

も
の
か
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

弘
法
大
師
誕
生
の
地
、
善
通
寺
の
本
堂

の
下
に
通
り
抜
け
の
地
下
道
が
あ
り
、
そ

こ
に
入
る
と
一
寸
先
も
見
え
な
い
漆
黒
の

闇
を
経
験
す
る
事
が
出
来
ま
す
。
空
海
や

最
澄
な
ど
の
高
僧
も
断
崖
の
岩
窟
の
中
で
、

光
も
水
も
糧
も
断
っ
て
修
業
を
し
た
の
で

し
ょ
う
。
昔
の
親
は
子
供
を
躾
け
る
の
に

押
入
れ
に
閉
じ
込
め
、
改
心
す
る
迄
出
さ

な
か
っ
た
。
子
供
に
と
っ
て
体
罰
や
暴
力

な
ど
よ
り
、
余
程
体
に
こ
た
え
た
事
で
し

ょ
う
。

　

国
際
協
会
で
は
25
周
年
（
ク
オ
ー
タ
ー

特

別

寄

稿

５
Ｒ
Ｃ　
　

森　

忠
資

Profile

森　忠資

［経　歴］
1928 昭和3年10月17日生
1974 観音寺LCに入会
1983 〃  幹事
1991 〃  会長
1993 地区年次大会　副委員長兼事務局長
1993.12月 観音寺中央LCに移籍
1994 観音寺中央LC認証状伝達式　大会委員長
1996 〃  会計
1997 9R PR・ライオンズ情報大会参加委員
1999 336-A地区 9R-2Z  ZC
2007     〃 　　　  5R-RC

もり　　ただし　

天の川銀河予想図

10万光年

3万光年

太陽系

太陽系
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年
）
に
全
世
界
の
盲
人
に
白
い
杖
を
贈
り

ま
し
た
。
50
周
年
に
は
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
を
創
設

し
75
周
年
に
は
Ｃ
Ｓ
Ｆ
が
実
施
さ
れ
、
日

本
は
大
変
良
い
成
績
を
あ
げ
て
国
際
本
部

を
驚
か
せ
た
様
で
す
。
“夢
よ
も
う
一
度
”

と
い
う
事
で
今
回
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
の
最
終
年
度

に
な
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
視
力
保
護
に
対

す
る
並
々
な
ら
ぬ
決
意
が
伺
わ
れ
、
目
を

患
っ
た
者
と
し
て
立
派
な
成
績
を
達
成
す

る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

宇
宙
の
中
の
地
球

　
入
院
中
私
が
大
変
落
ち
込
ん
で
い
る
と
、

隣
の
老
人
が
色
々
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
“一
眼
二
足
”
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
先

ず
眼
で
相
手
の
状
況
を
把
握
し
、
次
に
足

を
使
っ
て
優
位
な
所
に
移
動
す
る
の
が
剣

道
の
基
本
で
す
。
動
物
も
眼
で
餌
を
見
つ

け
、
足
で
そ
こ
ま
で
行
っ
て
食
べ
て
生
き

て
い
る
の
で
、
失
明
す
る
と
動
物
は
即
、

死
を
意
味
し
ま
す
。
貴
方
も
も
し
目
が
見

え
る
様
に
な
っ
た
ら
宇
宙
の
事
を
少
し
噛

っ
て
み
な
さ
い
。
少
し
は
楽
に
な
る
よ
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
興
味
を
持
っ
て

少
し
勉
強
し
て
み
ま
し
た
。

　

地
球
は
太
陽
系
の
中
で
唯
一
生
命
を
営

む
美
し
い
水
の
惑
星
で
す
。
太
陽
系
に
は

水
金
地
火
木
土
天
海
冥
（
冥
王
星
は
惑
星

か
ら
外
れ
小
惑
星
）
の
惑
星
が
太
陽
の
周

が
存
在
す
る
事
に
な
り
ま
す
（
１
の
お
尻

に
０
が
22
も
つ
く
）。
兆
の
１
万
倍
に
京け

い

と

い
う
単
位
が
あ
り
、
京
の
１
万
倍
に
垓が

い

と

い
う
単
位
が
あ
る
の
で
、
宇
宙
の
星
の
数

は
１
０
０
垓
（
兆
の
１
０
０
億
倍
）
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
あ
ま
り
に

も
大
き
い
宇
宙
に
比
べ
、
あ
ま
り
に
も
小

さ
い
地
球
の
中
で
人
間
は
何
故
争
い
を
繰

り
返
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
大
国
の

エ
ゴ
か
、
人
間
の
エ
ゴ
か
、
自
分
の
国
の

国
益
や
個
人
の
金
儲
け
が
優
先
し
、
他
は

ど
う
で
も
い
い
と
い
う
個
人
主
義
の
人
が

多
い
の
か
。
文
明
の
利
器
を
使
い
自
然
や

森
林
を
破
壊
し
大
気
を
汚
染
し
て
ま
で
、

人
類
だ
け
が
豊
か
な
生
活
を
し
て
果
た
し

て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
疑
問
を
感
じ

ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
環
境
保
全
委
員
会

も
奉
仕
活
動
と
し
て
大
い
に
活
躍
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
が
生
ん
だ
偉
大
な
天
文
科

学
者
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
は
こ
う
言
っ
て
い
ま

す
。「
人
間
は
宇
宙
の
真
理
に
迫
れ
ば
迫
る

ほ
ど
、
人
間
の
自
己
中
心
的
（
個
人
主
義
）

な
考
え
が
薄
れ
て
く
る
」。
蓋
し
名
言
と
い

え
ま
す
。
入
院
中
に
老
人
が
「
宇
宙
に
関

心
を
持
て
」
と
言
っ
た
言
葉
が
今
に
な
っ

て
解
る
様
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
皆
さ
ん
、
宇
宙
の
真
理

を
探
究
し
て
大
き
な
気
持
ち
に
な
っ
て
奉

仕
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

り
を
回
っ
て
い
ま
す
。
宇
宙
が
あ
ま
り
に

も
大
き
い
の
で
１
０
０
億
分
の
１
に
縮
小

し
ゴ
ル
フ
場
を
借
り
て
説
明
し
ま
す
と
、

ま
ず
ゴ
ル
フ
場
の
グ
リ
ー
ン
の
中
央
に
ピ

ン
（
旗
）
が
あ
る
と
思
っ
て
下
さ
い
。
太

陽
は
直
径
が
１
３
９
万
８
千
㎞
で
す
か
ら

１
０
０
億
分
の
１
だ
と
14
㎝
で
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
位
の
太
陽
が
カ
ッ
プ
上
に
あ
る
と
し

ま
す
。
ピ
ン
よ
り
5.6
ｍ
の
所
に
水
星（
0.5
㎜
）

一
粒
の
砂
位
で
す
。
次
に
10
ｍ
の
所
に
金

星
（
１
㎜
）、
15
ｍ
の
所
に
我
が
地
球
（
1.3

㎜
）
が
あ
り
ま
す
（
仁
丹
よ
り
小
さ
い
）。

22
ｍ
に
火
星
（
0.5
㎜
）、
78
ｍ
に
木
星
（
1.4

㎝
）
で
パ
チ
ン
コ
玉
位
、
１
４
０
ｍ
で
土

星
（
1.4
㎝
）
同
じ
位
、
２
８
０
ｍ
で
天
王

星
（
４
㎜
）、
４
６
０
ｍ
で
海
王
星
（
４
㎜
）

が
い
ま
す
。
惑
星
か
ら
外
れ
ま
し
た
が
冥

王
星
は
６
０
０
ｍ
。
ロ
ン
グ
と
シ
ョ
ー
ト

ホ
ー
ル
を
合
わ
せ
た
位
の
所
に
0.3
㎜
で
す

か
ら
よ
く
も
見
つ
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

光
は
秒
速
30
万
㎞
で
、
お
月
さ
ん
ま
で
１

秒
少
し
で
行
く
光
が
太
陽
を
出
て
地
球
ま

で
到
達
す
る
の
に
８
分
20
秒
か
か
り
、
冥

王
星
に
達
す
る
の
に
は
６
時
間
も
か
か
り

ま
す
。

　

こ
の
広
い
太
陽
系
も
、
実
は
天
の
川
銀

河
と
い
う
１
千
億
個
の
恒
星
の
集
団
の
中

の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。
宇
宙
に
は

こ
の
天
の
川
銀
河
の
様
な
星
の
集
団
が
約

１
千
億
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
宇

宙
の
星
の
数
は
１
千
億
×
１
千
億
の
恒
星

眼球内は透明な硝子体 ( 房水 )
で眼圧は 15mHg が正常です。
硝子体は 1日に 1cc 製産され
1ccが血管に出るので15mHg
に保てるが、出口に障害がある
と眼圧が上昇し網膜を圧迫して
失明します。これが緑内障です。
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336-A地区会員現況
R Z クラブ 名 期首 入会 退会 9月末 R Z クラブ 名 期首 入会 退会 9月末 R Z クラブ 名 期首 入会 退会 9月末

1

1

松山ホスト 46 3 1 48

4

1

高 松 53 2 1 54

7

1

高知鷹城 58 0 3 55
久 万 27 1 1 27 小 豆 島 47 0 0 47 室 戸 35 1 3 33
松 山 東 47 0 1 46 小豆島東 35 1 2 34 高知鏡川 57 5 1 61
砥 部 36 1 0 37 高 松 葵 34 0 1 33 高 知 南 34 0 3 31
松山つばき 50 0 2 48 高 松 南 33 0 0 33 高知よさこい 39 2 0 41
松山城山 38 0 0 38 高 松 愛 18 0 0 18 土佐国府 31 3 3 31
ゾーン合計 244 5 5 244 ゾーン合計 220 3 4 219 ゾーン合計 254 11 13 252

2

松山道後 60 0 1 59

2

高 松 東 62 0 1 61

2

高知黒潮 74 2 3 73
伊 予 53 1 2 52 高 松 西 25 8 0 33 高 知 桂 61 1 0 62
双 海 14 0 0 14 直 島 28 0 0 28 高知中央 46 0 3 43
松 山 西 49 3 1 51 八 栗 35 1 0 36 高知安芸 33 1 0 34
松 前 19 0 0 19 高松源平 46 0 2 44 高知りょうま 40 2 0 42
松 山 北 36 0 0 36 高松中央 23 2 0 25 ゾーン合計 254 6 6 254
松山湯築 31 0 0 31 ゾーン合計 219 11 3 227

3

土佐山田 29 1 3 27
松山城東 31 0 0 31

3

東かがわ 41 1 1 41 土佐本山 19 1 1 19
ゾーン合計 293 4 4 293 長 尾 62 1 2 61 南 国 36 1 2 35

3

北 条 34 0 0 34 志 度 57 3 1 59 土佐香南 37 0 2 35
松山中央 85 2 1 86 三木さぬき 40 0 0 40 大 豊 19 0 0 19
松 山 南 42 0 0 42 高松グリーン 27 6 2 31 ゾーン合計 140 3 8 135
東 温 34 0 0 34 ゾーン合計 227 11 6 232 リジョン合計 648 20 27 641
松山金亀 45 2 0 47

4

高松玉藻 50 3 1 52

8

1

徳 島 30 0 2 28
松山白鷺 58 0 0 58 高松栗林 66 1 1 66 小 松 島 31 0 1 30
ゾーン合計 298 4 1 301 高松屋島 57 0 2 55 徳 島 南 45 1 0 46

リジョン合計 835 13 10 838 高松紫雲 65 0 2 63 徳 島 北 19 0 0 19

2

1

新 居 浜 67 0 1 66 高松空港 32 0 2 30 阿波勝浦 38 1 1 38
新居浜中央 53 1 1 53 高 松 北 26 2 3 25 徳島すだち 39 1 0 40
新居浜別子 35 0 0 35 ゾーン合計 296 6 11 291 ゾーン合計 202 3 4 201
新居浜ひうち 47 0 2 45 リジョン合計 962 31 24 969

2

徳島中央 26 4 0 30
ゾーン合計 202 1 4 199

5

1

丸 亀 95 1 2 94 石 井 24 0 1 23

2

今 治 63 0 4 59 坂 出 44 2 1 45 徳島城山 49 2 5 46
今治中央 61 7 0 68 坂出白峰 49 1 0 50 上 板 43 1 1 43
今 治 東 63 2 2 63 綾 歌 郡 29 1 0 30 徳島吉野川 34 4 0 38
今治くるしま 60 0 0 60 丸亀京極 63 0 1 62 土 成 35 1 0 36
今治サーチング 28 2 1 29 う た づ 0 45 0 45 ゾーン合計 211 12 7 216
ゾーン合計 275 11 7 279 ゾーン合計 280 50 4 326

3

阿 南 62 1 4 59

3

伊予三島 42 1 1 42

2

観 音 寺 39 3 0 42 日 和 佐 29 1 1 29
川 之 江 56 1 1 56 善 通 寺 46 0 0 46 徳 島 東 39 5 0 44
伊予土居 41 2 0 43 多 度 津 40 0 1 39 徳島マリンピア 54 3 1 56
伊予三島法皇 40 2 0 42 三 豊 66 0 2 64 阿南リバティ 33 0 1 32
川之江中央 31 2 0 33 こ ん ぴら 42 0 0 42 ゾーン合計 217 10 7 220
ゾーン合計 210 8 2 216 観音寺中央 27 3 0 30 リジョン合計 630 25 18 637

4

西 条 51 3 1 53 ゾーン合計 260 6 3 263

9

1

徳島眉山 38 0 0 38
東 予 43 0 0 43 リジョン合計 540 56 7 589 鳴 門 58 3 0 61
伊予小松 20 1 2 19

6

1

高 知 48 0 1 47 藍 住 49 0 2 47
西条石鎚 59 0 0 59 高 知 柏 69 7 1 75 板 野 34 0 0 34
ゾーン合計 173 4 3 174 高 知 東 59 0 2 57 松茂徳島空港 30 1 0 31

リジョン合計 860 24 16 868 高 知 北 40 1 0 41 鳴 門 西 27 0 0 27

3

1

大 洲 49 0 0 49 高 知 桜 40 0 0 40 北 島 54 4 1 57
宇 和 31 1 1 31 高知とさみずき 21 1 0 22 ゾーン合計 290 8 3 295
伊予長浜 19 0 1 18 ゾーン合計 277 9 4 282

2

阿波池田 38 2 1 39
内 子 32 2 2 32

2

須 崎 57 3 4 56 脇 37 0 1 36
野 村 30 1 1 30 土 佐 52 0 2 50 三 加 茂 25 0 1 24
ゾーン合計 161 4 5 160 伊 野 31 1 1 31 半 田 28 2 0 30

2

八 幡 浜 39 1 0 40 佐川越知 30 1 1 30 ゾーン合計 128 4 3 129
三 瓶 17 2 0 19 中 土 佐 24 0 1 23

3

徳 島 西 38 1 2 37
伊 方 40 1 0 41 ゾーン合計 194 5 9 190 鴨 島 40 0 1 39
保 内 33 0 2 31

3

四 万 十 49 0 0 49 阿 波 45 3 3 45
八幡浜みなと 53 1 1 53 土佐清水 53 2 1 54 徳島国府 25 2 0 27
ゾーン合計 182 5 3 184 宿 毛 30 0 1 29 神 山 26 3 0 29

3

宇 和 島 40 2 3 39 窪 川 26 1 3 24 徳 島 藍 33 0 0 33
伊予吉田 32 2 1 33 大 方 29 3 1 31 ゾーン合計 207 9 6 210
宇和島中央 33 0 3 30 大 正 14 0 0 14 リジョン合計 625 21 12 634
南 宇 和 30 1 0 31 ゾーン合計 201 6 6 201 総 合 計 6318 219 137 6392鬼 北 40 0 1 39 リジョン合計 672 20 19 673
津 島 28 0 1 27
ゾーン合計 203 5 9 199

リジョン合計 546 14 17 543

（入退会は累計・2007年9月30日現在）

※2007年7月1日施行新リジョン番号にて表記しています。
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✐

編•

集•

後•

記

年
度
当
初
の
大
事
な
行
事
で
あ
る

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
も
無
事
終
え

て
、
今
回
は
ガ
バ
ナ
ー
基
本
方
針
を

元
に
各
Ｒ
Ｃ
様
の
リ
ジ
ョ
ン
に
対
す

る
一
年
間
の
思
い
、
活
動
方
針
な
ど

に
つ
い
て
原
稿
を
い
た
だ
き
掲
載
し

ま
し
た
。

多
く
の
ク
ラ
ブ
よ
り
会
報
を
発
刊

ご
と
に
送
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
で

す
。
ク
ラ
ブ
ア
ク
ト
と
し
て
掲
載
す

べ
き
と
こ
ろ
紙
面
に
か
ぎ
り
あ
り
、

数
点
と
な
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

特
別
寄
稿
は
５
Ｒ
Ｃ 

森
忠
資
様

に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

表
紙
を
飾
る
写
真
は
『
一
年
に
一

度
し
か
渡
れ
な
い
橋
』。
な
ん
だ
か

も
っ
た
い
な
い
気
も
し
ま
す
が
、
子

供
を
守
っ
て
く
れ
る
神
様
な
の
で
子

供
達
が
た
く
さ
ん
の
夢
と
希
望
を

も
っ
て
参
拝
す
る
姿
を
目
に
浮
か
べ

る
と
き
、
小
島
の
守
り
神
も
満
悦
の

笑
顔
で
心
待
ち
に
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
…
。

今
後
と
も
皆
様
の
作
品
の
投
稿
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
区
誌
編
集
委
員
会（
Ｍ
）

物
故
会
員

慎
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

①岡　　健市（82歳）
②4R-2Z伊野
③1977年7月
④2007年6月2日

①橋詰　正大（74歳）
②8R-3Z土佐香南
③1978年5月16日
④2007年5月20日

①環　　武晴（75歳）
②5R-1Z徳島
③1960年4月1日
④2007年5月17日

①小川　謙次（63歳）
②3R-4Z高松紫雲
③1980年6月11日
④2007年5月7日

①西木　静夫（73歳）
②4R-3Z長尾
③1997年2月
④2007年7月18日

①住吉　恒夫（90歳）
②2R-3Z川之江
③1961年11月16日
④2007年7月15日

①土佐　利秋（90歳）
②8R-1Z小松島
③1963年4月20日
④2007年7月14日

①二見　　豊（78歳）
②3R-2Z高 松 東
③1965年6月25日
④2007年6月28日

①曽我部 吉正（73歳）
②1R-2Z松山西
③1999年11月
④2007年8月15日

①東　　孝男（76歳）
②3R-3Z津島
③1991年10月1日
④2007年8月10日

①安部　志郎（51歳）
②1R-1Z松山東
③2006年1月17日
④2007年8月8日

①磯崎　道雄（80歳）
②5R-2Z三豊
③1990年3月
④2007年7月24日

①高橋　正義（76歳）
②9R-3Z阿波
③1928年10月
④2007年9月15日

①瀬尾　照夫（82歳）
②4R-3Z長尾
③1990年4月
④2007年9月9日

①中村　　薫（78歳）
②4R-4Z高松紫雲
③1970年3月8日
④2007年8月24日

①溝渕　　博（77歳）
②4R-1Z高松
③1958年10月22日
④2007年8月20日 （2007年5月1日～9月30日)

①
氏
名
・
享
年　

②
Ｌ
Ｃ
名　

③
入
会
年
月
日　

④
没
年
月
日
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We Serve
2007～2008年
ライオンズクラブ国際協会
336-A地区　高知キャビネット事務局

〒780-0862  高知県高知市鷹匠町1-3-35三翠園6F

TEL 088-826-6830　FAX 088-826-6840

E-mail : kochi48@lc336a.gr.jp

URL：http://www.lc336a.gr.jp/

◆第54回地区年次大会
大会スローガン
燃えたぎる よさこいと龍馬のこころで ウィサーブ

土佐のお客をおもてなしする心で皆様方をお待ち申し上げます。
●2008年　4月12日㈯・13日㈰
●高知県立県民文化ホール　●三翠園
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